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教育研究の理念

○「人材教育」と「人間教育」の共存

○「学部教育」と「総合教育」の共存

○「地 域 性」と「国 際 性」の共存

建学の精神

思想堅実・穏健中正
質実剛健・積極進取

人
生
の
一
つ
の
節
目
、「
就
職
」。

人
の
数
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
あ
る
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
が
進
む
道
も
無
数
に
あ
る
。

だ
が
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
う
え
で

内
定
を
得
た
先
輩
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
は

大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
ヒ
ン
ト
を
も
と
に
、
私
の
決
定
打
を
探
そ
う
。

私
の
決
定
打

就
職
活
動
体
験
談

特
集　

就
職
活
動
体
験
談　

私
の
決
定
打

就
活
メ
モ
リ
ー

　
・
福
岡
大
学
病
院 

臨
床
研
修
医

　
　
斧
出 

大
紀
さ
ん

　
　（
医
学
部
医
学
科 

2
0
1
5
年
卒
業
）

　
・
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行 

九
州
支
店 

業
務
課

　
　
寺
山 

美
智
子
さ
ん

　
　（
法
学
部
経
営
法
学
科 

2
0
1
1
年
卒
業
）

　
・
福
岡
大
学
病
院 

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー（
新
生
児
部
門
）

　
　
岸
川 

麻
耶
里
さ
ん

　
　（
医
学
部
看
護
学
科 

2
0
1
1
年
卒
業
）

時
代
を
駆
け
る
先
輩
た
ち

　
一
般
財
団
法
人 

沖
縄
美
ら
島
財
団 

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

普
及
開
発
課

　
永
田 

俊
輔
さ
ん（
理
学
部
地
球
圏
科
学
科
2
0
0
8
年
卒
業
）

　（
理
学
研
究
科
地
球
圏
科
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
2
0
1
0
年
修
了
）

研
究
室
を
訪
ね
て

　
古
賀 

一
八 

工
学
部
建
築
学
科 

教
授

　
熊
本
地
震
の
発
生
翌
日
に
は
被
災
地
へ
入
り
現
地
調
査

　
災
害
に
強
い
住
ま
い
造
り
を
目
指
す

福
眼
力

　

グ
ー
ミ
ー
ズ
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト

充
実 C

A
M
P
U
S LIFE

　
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科
4
年
次
生

　
カ
ト
ラ
ー
・
ク
リ
ス
さ
ん

情
熱
の
証

　
・
器
楽
部

　
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

A
ctive Learn

in
g
!　

学
び
の
現
場
か
ら

　
人
文
学
部
教
育
・
臨
床
心
理
学
科 

専
門
教
育
科
目

　
地
域
教
育
デ
ザ
イ
ン
論

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
系
譜

　
幅
広
い
専
門
医
が
結
集
し
、

　「
肝
胆
膵
」を
含
む
消
化
器
全
領
域
の
疾
患
に
対
応

平
成
28
年
度 

科
研
費
の
採
択
結
果

寄
付
者
ご
芳
名
一
覧

平
成
27
年
度 

学
校
法
人
福
岡
大
学
収
支
決
算

な
な
く
ま
通
信
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アクティブに自ら将来を切り開いた学生たち！
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法

人文

　
一
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
で
地

元
・
九
州
の
知
名
度
が
世
界
で
は
低

い
と
い
う
現
実
を
知
り
、地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
仕

事
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

内
定
先
の
企
業
は
、

旅
行
の
ほ
か
各
地
域

で
の
イ
ベ
ン
ト
業
務

も
行
っ
て
お
り
、
語

学
力
を
生
か
し
て
国

内
外
で
幅
広
く
活
躍

で
き
る
と
考
え
志
望

し
ま
し
た
。
面
接
で
は
私
の
強
み
で

あ
る
「
親
し
み
や
す
さ
」を
ア
ピ
ー

ル
。
イ
ベ
ン
ト
M
C
や
動
物
園
で
の

林
間
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、人
を

楽
し
ま
せ
た
い
と
取
り
組
ん
だ
数
々

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
経
験
を
話
し
ま
し

た
。ラ
イ
バ
ル
の

学
生
た
ち
は
留

学
経
験
者
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
、

同
じ
よ
う
な
話

題
を
避
け
た
こ

と
も
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

人
と
の
縁
を
大

切
に
、挑
戦
を
心

掛
け
た
大
学
生
活
。
そ
ん
な
多
く
の

有
意
義
な
体
験
が
就
職
活
動
の
糧
に

な
り
ま
し
た
。 帰国後、TCF （フランス語学力テスト）を受験して語学力アップ間違った問題を集約した自習ノート

親
し
み
や
す
さ
を

面
接
で
ア
ピ
ー
ル

決定打  １. 興味を持って何でも楽しくやってみる
　　　   ２. いろいろな人と会って話す
　　　   ３. 自分に限界をつくらない フランス語学科　吉永 沙織 さん

人文学部

緻
密
な
時
間
割
で

公
務
員
試
験
合
格

決定打  １. 計画を立て目的意識を持って行動する
　　　   ２. 常に成長を追い求める
　　　   ３. 目標達成を諦めずに努力し続ける経営法学科　井上 大使 さん

法学部
内定先：JTBグループ（株式会社JTB九州）

後輩に伝えたい私なりの3つのポイント後輩に伝えたい私なりの3つのポイント

内定先：大分県庁

資格取得や採用試験対策の講座を数多く準備。

福大生に合わせたカリキュラムに加え、

安価な受講料や学内で受講できる（一部を除く）ことも魅力。

皆さんのキャリアアップをサポートします。

What's  エクステンションセンター

スタッフが、就職・進路に関するあらゆる相談に応じ、

適切にアドバイス。求人情報、セミナー、インターンシップなど、

就職・進路全般に関する支援をしています。

What's  就職・進路支援センター

今回の特集は、2016年度の就職活動で内定を獲得した

各学部・大学院の10人の学生たちに本音で語ってもらいました。

自ら実践して感じた重要ポイントや成功の秘訣とは？

叶えたい夢がある人も、まだやりたいことが見つかっていない人も。

先輩たちの貴重な生の声を、

それぞれの将来に役立ててください。

就職活動体験談
アクティブに自ら将来を切り開いた学生たち！

　
3
年
次
の
春
か
ら
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
公
務
員
採
用
試

験
対
策
講
座
を
受
講
。
夏
に
は
東
日

本
復
興
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

多
く
の
人
の
役
に
立

つ
仕
事
が
し
た
い
と

あ
ら
た
め
て
感
じ
、

公
務
員
一
本
に
絞
っ

て
頑
張
る
と
決
意
を

し
ま
し
た
。
学
部
と

講
座
の
勉
強
を
両
立

さ
せ
る
べ
く
、双
方

の
授
業
に
集
中
し
て
取
り
組
み
、自

習
は
一
日
　
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
。

試
験
範
囲
が
膨
大
な
た
め
、心
掛
け

た
の
は
計
画
的
に
学
ぶ
こ
と
。
　
以

上
あ
る
試
験
科
目
を
網
羅
し
て
毎
日

少
し
ず
つ
で
も
頭
に
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、緻
密
な
時
間
割
を
つ
く
っ
て
勉

強
し
ま
し
た
。

苦
し
い
時
期
を

乗
り
越
え
合
格

で
き
た
の
は
、明

確
な
目
標
と
同

じ
公
務
員
の
夢

を
持
っ
た
友
人

た
ち
と
切
磋
琢

磨
で
き
た
お
か

げ
で
す
。
県
庁
職

員
と
し
て
、大
分
県
の
農
業
を
支
え
、

そ
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
仕
事
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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商

経

　
就
職
活
動
前
に
大
き
な
挑
戦
を
し

た
い
と
決
意
し
、就
職
・
進
路
支
援
セ

ン
タ
ー
主
催
の
ベ
ト
ナ
ム
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
。
現
地
で
は
街
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
市

民
の
ニ
ー
ズ
を
探
る

な
ど
し
、
ベ
ト
ナ
ム

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
つ
い
て
考
察

す
る
と
い
う
課
題

に
取
り
組
み
、視
野

が
広
が
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
自
信
と
な
り
、面
接
な

ど
の
選
考
で
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

に
。
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め

約
60
社
の
企
業
説
明
会
に
参
加
し
、

結
果
的
に
第
一
志
望
の
専
門
商
社
か

ら
内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
添
削

や
面
接
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
、親

身
に
支
え
て
く

れ
た
就
職
・
進
路

支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
方
々

に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
将
来
を

切
り
開
く
た
め
に
、ぜ
ひ
実
の
あ
る

大
学
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

就職活動お役立ちアイテム

後輩に伝えたい私なりの3つのポイント 後輩に伝えたい私なりの3つのポイント

case 1./case 2./

　「
ま
ず
は
選
択
肢
を
絞
ら
ず
に
、い

ろ
ん
な
業
界
を
見
て
み
よ
う
」。
そ

う
決
め
て
い
た
私
は
、20
社
を
超
え

る
企
業
の
説
明
会

に
参
加
。
就
職
・
進

路
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
、
O
B
・

O
G
訪
問
も
行
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た

活
動
を
通
し
て
、も

と
も
と
興
味
の
あ
っ

た
銀
行
の
業
務
を
深

く
知
り
、個
人
の
お

客
さ
ま
や
企
業
を
支
え
る
だ
け
で
な

く
、地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う

仕
事
の
や
り
が
い
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
第
一
志
望
の
銀
行

の
内
定
を
得
ま
し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な

業
界
に
つ
い
て
見
聞
き
し
た
経
験
は

私
の
視
野
を
広
げ
、人
間
的
な
成
長
の

糧
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
生

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
先
輩
方
の
熱

心
な
助
言
や
過

去
の
面
接
記
録

な
ど
が
載
っ
て

い
る
入
社
試
験

報
告
書
な
ど
、就

職
・
進
路
支
援
セ

ン
タ
ー
の
有
効
活
用
は
、苦
労
が
多
い

就
職
活
動
を
成
功
へ
と
導
く
鍵
だ
と
、

今
あ
ら
た
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。

就職サポートブックで綿密にスケジュールを管理 企業分析や面接対策などを記した「戦略ノート」

就
職
・
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
を

有
効
活
用

決定打 １. 人事の方に熱意を伝える
　　　  ２. OB・OG 訪問など、自分にできることは実践する
　　　  ３. なるべく多くの説明会やインターンシップに参加する貿易学科　佐々木 美佳 さん

商学部
内定先：株式会社福岡銀行

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

経
験
が
自
信
に

決定打 １. 早めに準備して目標を定める
　　　  ２. 何かをやり遂げる経験をする
　　　  ３. 毎日を一生懸命に生きる 産業経済学科　楠本 真之介 さん

経済学部

在学中に企業等の現場で就業体験を行うプログラム。

インターンシップでの体験を通して就業意識を身に付け、

さらに自己の職業適性や将来の人生設計を

深く考えるきっかけになります。

内定先：株式会社山善

グローバルに活躍する人材育成のため、

2012 年度から海外でのインターンシップも実施。

これまで、シンガポールやベトナムの日系企業での就業体験に

95 人の学生が参加しました。

国内インターンシップ海外インターンシップ

就職活動体験記
公務員・教員編

就職活動体験記

就職活動に役立つアイテムをピックアップ。

時に支えとなり、時に励ましとなる、

福大生必見・必携のアイテムです。

先輩たちによるリアルな就活レポート。

実体験に基づく後輩たちへのアドバイスは

必見です。民間企業編と公務員・教員編

があります。

各企業の選考スケジュールや試験内容、

どのような面接が行われ、

どんな質問を受けたかなどの

先輩からの生の情報が詰まっています。

福岡大学の銘が入った履歴書。

大学での学びや課外活動を経ての成長を書いて、

最大限の自己 PR にします。

福岡大学指定履歴書入社試験報告書

インターンシップ事前研修会でのマナー講習

アクティブに自ら将来を切り開いた学生たち！
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工

理

　
中
学
生
の
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
列

車
の
運
転
士
。
そ
こ
で
本
命
の
鉄
道

会
社
の
説
明
会
に
は
「
少
し
で
も
多

く
の
情
報
を
つ
か
も

う
」と
何
度
も
繰
り

返
し
足
を
運
び
ま
し

た
。
自
分
の
強
み
と

し
て
面
接
で
ア
ピ
ー

ル
し
た
の
は
、少
林

寺
拳
法
部
で
50
人
以

上
の
部
員
を
引
っ

張
っ
て
き
た
主
将
の

経
験
。
主
将
に
な
っ

た
当
初
は
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
ず
苦

労
し
た
こ
と
や
、そ
れ
を
密
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
乗
り
越
え
て
全
国

大
会
に
出
場
し
、大
き
な
達
成
感
を
得

た
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
内
定

を
獲
得
で
き
た
の
は
、あ
り
の
ま
ま
の

人
間
性
を
出
せ

た
こ
と
と
、周
囲

の
支
え
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま

す
。
福
大
は
細
や

か
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
充
実
し
て

い
ま
す
が
、自
分

か
ら
求
め
な
け

れ
ば
結
果
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
。
能
動
的
に
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
た
か
ら
こ
そ
、望
む
将
来

が
切
り
開
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
が
重
要
。
そ
の
こ
と
は
、大
学
や

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
先
輩
な
ど
か
ら
も

聞
い
て
い
た
の
で
、

人
と
の
つ
な
が
り
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
早
い
う
ち
か

ら
募
集
情
報
に
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、

数
社
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。

い
ざ
参
加
す
る
と
、

周
囲
は
東
京
や
大
阪
の
大
学
の
学
生

ば
か
り
。
そ
れ
で
も
気
後
れ
せ
ず
に

自
分
ら
し
さ
を
出
そ
う
と
奮
闘
し
ま

し
た
。
一
貫
し
て
心
掛
け
た
の
は
傾

聴
の
姿
勢
。
な
ぜ
な
ら
、製
薬
業
界

で
は
医
師
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
る
な

ど
、実
際
の
現
場
で
も
大
切
な
能
力

で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
人
事

の
方
の
お
話
に

集
中
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
も
全
体
に
気

を
配
り
な
が
ら

口
数
の
少
な
い

学
生
に
話
題
を

振
る
な
ど
し
、自

分
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の

経
験
が
私
の
糧
と
な
り
、念
願
だ
っ

た
第
一
志
望
の
企
業
の
内
定
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

エントリーシートは論理的かつ端的に4 年間打ち込んだ少林寺拳法部の胴着

後輩に伝えたい私なりの3つのポイント後輩に伝えたい私なりの3つのポイント

部
活
の
主
将
経
験
が

未
来
を
開
く
鍵
に

決定打 １. どんな時でも落ち着く
　　　  ２. 自分の強みを信じる
　　　  ３. 気持ちを切り替えることが大事化学システム工学科　柳場 俊亮 さん

工学部

傾
聴
力
で
存
在
感
を
示
す

決定打 １.自分と向き合い自分を知る
　　　  ２. 目的を持って行動する
　　　  ３. インターンシップに参加する

化学科　岩本 佳奈 さん

理学部
内定先：塩野義製薬株式会社

case 3./ 個別指導

就職・進路支援センターのサポートフロアでは

センター職員の他、進路相談員・就職アドバイザー、

キャリアカウンセラーなどが

全学年を対象に学生の悩みや進路に関する

さまざまな相談に応じています。

エントリーシートや履歴書の書き方なども指導します。

case 4./ 学内合同企業説明会

福大生の採用を積極的に考える企業が、

多数集結する本学の学内合同企業説明会。

各企業のブースでは、人事担当者から、業界の動向や採用職種、

求める人材像などについての話を聞くことができます。

他にも、学内個別企業説明会、業界研究セミナー、

公務員採用説明会など、

社会人と接する多くの機会を設けています。

内定先：九州旅客　道株式会社

アクティブに自ら将来を切り開いた学生たち！
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就職活動お役立ちアイテム

スポ

薬

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、1

年
次
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
。
2
年
次

の
秋
か
ら
主
将
を
任
さ
れ
、3
年
次

で
は
全
国
大
会
で
念

願
の
上
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
と
は

い
え
平
坦
な
道
の
り

で
は
な
く
、主
将
と

し
て
臨
ん
だ
最
初
の

地
方
大
会
で
初
戦
敗

退
。
先
輩
方
に
助
言

を
求
め
、後
輩
部
員

や
他
部
の
主
将
と

も
対
話
し
な
が
ら
チ
ー
ム
の
立
て
直

し
を
図
り
、試
行
錯
誤
を
重
ね
た
末

の
結
果
で
し
た
。
就
職
活
動
で
は
、

部
活
で
鍛
え
た
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ー
を

生
か
せ
る
企
業
と
の
出
合
い
を
求
め

て
20
社
以
上
の
説
明
会
へ
。
最
終
的

に
、将
来
の
営
業

リ
ー
ダ
ー
候
補
を

求
め
る
生
命
保

険
会
社
か
ら
内

定
を
頂
き
ま
し

た
。
チ
ー
ム
の
勝

利
と
い
う
目
標

を
見
据
え
、地
道

な
努
力
で
つ
か

ん
だ
自
信
。
就
職

活
動
だ
け
で
な
く
、こ
れ
か
ら
の
人

生
を
支
え
る
確
か
な
力
に
な
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
薬
局
と
病
院
。
ず
っ
と
、ど
ち
ら

で
働
く
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か

し
、学
部
の
先
生
に
相
談
し
た
り
、就

職
活
動
の
イ
ベ
ン
ト

で
話
を
聞
い
た
り
す

る
中
で
、医
師
と
連

携
し
て
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
う
病
院
の
薬

剤
師
と
し
て
幅
広

く
活
躍
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
内
定
先
の
総
合

病
院
を
志
望
し
た
の

は
、多
く
の
診
療
科
が
あ
り
、高
度
な

専
門
知
識
を
吸
収
で
き
る
環
境
に
引

か
れ
た
か
ら
で
す
。
以
前
に
参
加
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
医
師
か

ら
投
げ
掛
け
ら
れ
た
薬
の
質
問
に
う

ま
く
答
え
ら
れ
ず
、プ
ロ
と
し
て
高

み
を
目
指
し
た
い
と
い
う
意
識
や
勉

強
へ
の
意
欲
が

高
ま
っ
た
経
験

も
後
押
し
に
な

り
ま
し
た
。
当

然
、採
用
試
験
で

は
、薬
学
の
知
識

を
問
わ
れ
る
の

で
、あ
ら
た
め
て

日
々
の
授
業
や

復
習
の
重
要
性

に
気
付
き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に

勉
強
に
励
み
、必
ず
薬
剤
師
の
国
家

試
験
に
合
格
し
ま
す
。

国家試験の勉強に欠かせない、通称「青本」勝利への思いを託した背番号 10 のユニフォーム

後輩に伝えたい私なりの3つのポイント後輩に伝えたい私なりの3つのポイント

企業等に内定し、就職活動を終えた４年次生が、

自らの活動を通して経験したことを、後輩たちにアドバイス。

希望の業種・企業に内定した約 30 人が、

就職ガイダンスでの体験報告、自らの経験を話すセミナー、

座談会、個別相談会などを企画・実施し、後輩たちを応援します。

学生アドバイザーcase 5./

エクステンションセンターパンフレットキャリアデザインガイド就職サポートブック就職サポートブック

1 年次生を対象に配付。

将来に向けて学生生活で

どのような心構えや活動が必要かを、

先輩たちからのアドバイスなども交えながら

分かりやすく解説しています。

就職ガイダンス時に配付。

スケジュール管理のためのカレンダー、

就職活動の流れや自己分析、職種・業界研究の方法、

マナー、試験対策、面接対策などの

ポイントをまとめています。

センターで開講される講座の

概要、受講料・開講日などを掲載。

より詳しいカリキュラム・講座日程等は

ガイダンスで説明します。

「受講生からのメッセージ」も掲載しているので、

講座のイメージがつかめます。

就職活動に役立つアイテムをピックアップ。

時に支えとなり、時に励ましとなる、

福大生必見・必携のアイテムです。

主
将
と
し
て
磨
い
た

人
間
力
を
糧
に

健康運動科学科　喜多村 周平 さん

スポーツ科学部

日
々
の
勉
強
や
努
力
が

将
来
に
つ
な
が
る

決定打 １. 毎回の授業に真剣に取り組む
　　　  ２. 就職活動のイベントには積極的に参加する
　　　  ３. 低学年の時から将来について考える 薬学科　松岡 里於 さん

薬学部
内定先：福岡記念病院内定先：日本生命保険相互会社 決定打 １. 部活など自分のテーマに全力を尽くす

　　　  ２. 人の目を見て話す
　　　  ３. 丁寧な言葉遣いや礼儀を習慣付ける

アクティブに自ら将来を切り開いた学生たち！
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入学 「開業医として地域医療に貢献する父のような医師になりたい」と、
臨床医学に定評のある本学医学部へ。

医学部バレーボールサークルに入部。
勉強と両立させる「自分のスタイル」を確立する。

全国共用試験であるOSCEとCBTの勉強を通し、
メリハリを利かせた「自分のスタイル」を磨く。

「臨床修錬」で「患者さんと同じ目線で話す」等、
医師として生涯役立つ実践的な心構えや態度を身に付ける。

10月、臨床研修先が、希望していた「福岡大学病院」に決定。
3月、医師国家試験合格。

1学年

4学年

5学年

6学年

後輩に伝えたい私なりの3つのポイント

就活
サクセス
チャート

理院

　
大
学
院
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
音
声
認
識
ソ
フ
ト
に
も
使

わ
れ
て
い
る
自
然
言
語
処
理
と

い
う
分
野
を

研
究
し
、Ja

v
a
 

や
　
　
　

な

ど
プ
ロ
グ
ラ
ム

言
語
の
知
見
も

広
が
り
ま
し

た
。
大
学
院
で

研
究
し
開
発
し

た
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
学
会
発
表

も
経
験
。
内
定
先
の
企
業
を
は
じ

め
、面
接
の
席
で
そ
の
研
究
成
果

を
高
く
評
価
し
て
く
だ
さ
る
会

社
も
多
く
、手
応
え
を
感
じ
ま
し

た
。
塾
講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
、

グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
だ
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
通
じ
て
人
と
の

関
わ
り
方
を
学

ん
だ
こ
と
も
、

大
学
院
生
活
で

得
た
成
果
の
一

つ
で
す
。
実
は

学
部
生
時
代
に

も
就
職
活
動
を

体
験
。
当
時
の

知
識
で
は
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
力
を

発
揮
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
、

大
学
院
へ
。
あ
ら
た
め
て
、進
学
し

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

文院

　
一
度
は
歩
み
を
止
め
た
考
古

学
研
究
の
道
。
4
年
次
に
な
り
、

周
囲
の
学
生
同
様
に
就
職
活
動

を
行
い
、卒
業
後

は
民
間
企
業
に

就
職
し
ま
し
た
。

し
か
し
、入
社
し

て
間
も
な
い
頃

か
ら
長
い
人
生

に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
る
よ
う

に
な
り
、再
び
や

り
た
い
こ
と
を

突
き
詰
め
よ
う

と
奮
起
し
て
大
学
院
へ
。
進
学
後

は
近
現
代
史
の
研
究
に
没
頭
。
特

に
戦
争
遺
跡
に
着
目
し
、宗
像
市

に
あ
る
大
島
砲
台
の
研
究
で
は
、

現
存
す
る
文
献
な
ど
に
は
詳
細

に
記
さ
れ
て
い
な
い
機
能
や
特

徴
を
解
き
明
か
し
、論
文
に
ま
と

め
ま
し
た
。
そ

し
て
、公
務
員

試
験
を
受
験

し
、
合
格
。
第

一
志
望
だ
っ
た

宗
像
市
の
専

門
職
員
と
し

て
採
用
さ
れ

る
こ
と
に
。
非

常
に
狭
き
門

で
し
た
が
、覚

悟
を
決
め
て
取
り
組
ん
だ
研
究

活
動
が
認
め
ら
れ
、少
な
い
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

発掘調査で欠かせない記録用カメラとメモ帳

院生 5 人で協力して開発した甘木鉄道のウェブページ

後輩に伝えたい私なりの3つのポイント

後輩に伝えたい私なりの3つのポイント

P
y
th
o
n

医学部卒業生
福岡大学病院 臨床研修医

斧出 大紀 さん

決定打１. 

　　　 ２. 
　　　 ３. 

目標を達成するための自分のスタイルを
できるだけ早く確立する
卒業後の病院は現場を実際に見てから決める
人とのつながりを大切にする医学部医学科 2015 年卒業

決定打 １. 自分の研究をやり遂げる
　　　  ２. 興味を持って積極的に動く
　　　  ３. 焦らずにじっくり将来を考える

決定打 １. 就職活動は早め早めに動く
 　　　 ２. 好きなことを好きなだけやる
 　　　 ３. できるだけ多くの人と関わる

工学研究科 電子情報工学専攻　中村 みなみ さん

理系大学院

本
心
と
向
き
合
い

夢
を
つ
か
む

人文科学研究科 史学専攻　池田 拓 さん

文系大学院
内定先：宗像市 専門職（文化財）

内定先：富士通株式会社

研
究
で
培
っ
た
自
信
を
胸
に

社
会
へ

「
さ
ま
ざ
ま
な
手
術
を
学
び
た
い
」と
面
接
で
強
く
訴
え
た

　
医
師
国
家
試
験
に
合
格
後
、福
岡
大
学
病
院

で
臨
床
研
修
を
受
け
て
い
る
斧
出
さ
ん
。
本

年
9
月
ま
で
出
向
し
て
い
た
福
岡
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
福
岡
リ
ハ
整
形
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、骨
折
や
捻
挫
な
ど
の
手
術
で
助

手
を
務
め
て
い
ま
し
た
。「
多
い
と
き
は
1
日

に
3
〜
4
例
の
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
」と
話
す
斧

出
さ
ん
。「
多

忙
な
毎
日
で

す
が
、手
術
と

い
う
医
療
行

為
の
技
術
力
を
も
っ
と
高
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
送
り
ま
す
。

　
斧
出
さ
ん
は
大
阪
の
出
身
。
お
父
さ
ま
は
開

業
医
と
し
て
地
域
医
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
中
を
見
て
育
ち
、や
が
て
臨
床
医
を
志

し
ま
す
。
進
学
先
と
し
て
福
岡
大
学
を
選
ん
だ

の
は
「
臨
床
を
重
視
し
、地
域
医
療
の
拠
点
で

あ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
」で
し
た
。

　
医
学
部
入
学
後
、斧
出
さ
ん
は
大
き
な
財
産

を
得
ま
し
た
。
そ
れ
は
〝
人
と
の
つ
な
が
り
〞で

す
。
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、1
学
年
か
ら
入
部
し
た

医
学
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
得
た

仲
間
や
先
輩
・
後
輩
と
の
〝
つ
な
が
り
〞の
中
で

「
人
と
し
て
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」と
振
り
返
り
ま
す
。
や
が
て
6
学
年
時
、卒

業
後
に
臨
床
研
修
を
受
け
る
病
院
を
選
ぶ
際
、

斧
出
さ
ん
は
自
己
分
析
を
行
い
、「
臨
床
医
、特

に
患
者
さ
ん
の
疾
患
に
自
ら
の
執
刀
で
立
ち
向

か
い
、手
術
の
技
術
力
が
高
い
医
師
」と
い
う
理

想
像
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
理
想
像
に
近

づ
く
た
め
福
岡
大
学
病
院
が
最
良
だ
と
選
択
し

た
そ
う
で
す
。
臨
床
修
錬
で
現
場
を
よ
く
知
っ

て
お
り
、ま
た
本
院
で
の
研
修
の
他
に
3
カ
所

の
病
院
で
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。「
さ
ま
ざ
ま
な
症
例

の
手
術
を
で
き
る
だ
け
多
く
経
験
し
た
か
っ
た

の
で
す
」。
面
接
で
は
、そ
の
こ
と
を
強
く
訴
え

ま
し
た
。「
私
は
多
く
の
手
術
を
、患
者
さ
ん
に

一
番
近
い
特
等
席
（
第
一
助
手
の
位
置
）
で
学

び
た
い
で
す
」。
こ
の
発
言
が
決
定
打
と
な
っ
た

の
か
、念
願
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
は
国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
ま
い
進
し
、

見
事
に
関
門
を
突
破
し
ま
し
た
。
現
在
の
目
標

は
知
識
を
広
げ
技
術
を
磨
き
つ
つ
、多
様
な
経

験
を
重
ね
て
さ
ら
に
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ

と
。「
ど
れ
も
医
師
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
す
か

ら
」と
力
強
い
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

理
想
と
す
る

「
手
術
の
技
術
力
が
高
い
医
師
」を
目
指
し
て

福
岡
大
学
病
院
を
選
択

多
様
な
手
術
の
助
手
と
し
て

研
修
を
重
ね
る
日
々

大学で得た学びと「人とのつながり」という財産を
基本に、人間性にも優れた執刀医を目指す

1112 Fukuoka University Magazine  October 2016Fukuoka University Magazine  October 2016

就
活
メ
モ
リ
ー
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
働
く
若
き
先
輩
た
ち
の
貴
重
な
言
葉
が
、就
職
活
動
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
す
。

【
特
集
連
動
】



就職・進路支援センター
からのお知らせ

福岡大学病院 総合周産期母子医療センター（新生児部門）  　　岸川 麻耶里 さん　　医学部看護学科 2011年卒業

1年次
親に負担を掛けたくないとの思いから、
学業の傍ら週に 6 日アルバイト。

「接客で磨いた“聴く力”は、現在の業務に役立っています」。

オーストラリアのグリフィス大学で 1カ月の「海外研修」。
異なる文化や習慣を知り、見聞を広める。

就職活動開始。金融業界に目標を定め、就職・進路支援センターを活用。
「業界研究セミナー」にも参加。

就職・進路支援センターで情報収集をしていたところ、
日本政策投資銀行を「発見」。第一志望に。

九州支店長から電話をもらう。
支店へ駆け付けると直接御本人の口から「内定」の言葉を頂く。

2年次

3年次

3年次

4年次4月中旬

入学

入学前は補助教員として小学校に勤務。「自分は教育よりも
ケアに向いている」と考え、「看護師を目指そう」と新たに決意。
その後、受験準備の傍ら大牟田市役所で働いて、
介護保険や国保に携わり、医療の大切さを知る。

福岡大学医学部看護学科で勉学に励む傍ら、学資のためにアルバイトも。

「看護学実習」で出産に立ち会う。
現在の仕事につながった、貴重な体験になる。

助産師を視野に入れた大学院進学も考えながら、
福岡大学病院の病院見学説明会へ。「就職するならここ」と決める。

採用通知。まだ迷っていたが「大学院は今じゃなくても行ける」と
入職を決意。2 月に看護師国家試験に合格し、
希望していた総合周産期母子医療センターに。

1～2年次

3年次

4年次6月

4年次10月

就活メモリー
実習で「出産」に立ち会い、生命の誕生をケアする看護師を第一希望に

　福岡大学病院の総合周産期母子医療センターは、妊

娠・出産から新生児治療を対象とする「周産期医療」を

行う施設。地域の周産期医療の中心的な役割を担って

います。岸川さんが担当しているのは、新生児部門の中

のNICU（新生児集中治療病床）。早産で生まれた未熟

児の発育管理・治療を主に担当しています。「生まれた

ばかりの赤ちゃんは、体が小さくとても繊細。投入する

薬剤の量が 0.1cc 違っただけで、重篤な症状を引き起

こす可能性があります。勤務中は常に緊張しています」

と、岸川さん。担当する新生児を「お母さんと一緒に育

てている」という思いで見守ります。無事に育ち、退院し

ていく親子の姿を見るのが、何よりの喜びです。

　福岡大学病院に入職したとき、現在の部署を希望。

その願いが図らずも叶い、それ以来ずっと総合周産期

母子医療センターに勤務する岸川さん。「出産」への特

別な思いは、看護学科での実習の中で芽生えました。

　子どもが好きで小学校に勤務するのが夢だった岸川

さんは、児童教育学科のある大学へ。教員資格を得て、

卒業後は補助教員として小学校に1年間勤務。仕事に

励む中で「自分は教育よりもケアに向いている」と考え

るようになりました。子どもたちの健やかな成長を支え

る仕事…。「看護師を目指そう」。祖母と叔母が看護師

だったことも決め手になりました。福岡大学医学部看護

学科に入学し、さまざまなことを学び、体験する日々。中

でも3年次の「看護学実習」で出産に立ち会ったことが

大きな転機に。「妊婦さんが“お母さんスイッチ”を入れ

て、命を懸けて一つの生命を生み出すという奇跡」に大き

く感動したのです。「この“奇跡”をサポートしたい」と心

に決め、実習をした福岡大学病院の病院見学説明会へ。

大学病院ならではの先進性、施設やシステムの充実など

をじっくりと実見。確かなモチベーションを持って就職

活動に挑み、希望を叶えました。6年目の今、目標は「良

きバディ（仲間）となる後輩を育てること」です。

周産期医療の中心的施設で
未熟児の発育管理・治療を担当

命を懸けて生み出される生命
その健やかな成長を支える

就職・進路支援センター
事務室
假野 陽介 さん

　3年次生のうちに進めておくべき就職

活動の準備として業界研究があります。

これを行う一番の目的は将来の選択肢

を広げるためです。毎年、皆さんの活動

を見ていてもったいないと思うのが、名前

を聞いたことがある企業しか受けない人

が多いことです。社会には優良な企業が

たくさんあります。その存在を知らない

というだけで、採用試験を受ける機会を

逃してしまうのはもったいないことです。

もしかしたらその企業は自分に合ってい

るかもしれません。まずは、業界や職種、

そして企業を知ることから始めましょう。

　業界研究は、本やインターネットで調

べるだけでなく、本学主催のセミナーを

活用し、企業の人事担当者や学生アドバ

イザーの生の声をヒントに、漠然としたイ

メージをできるだけ具体化することが大

切です。就職活動はまだまだ先のことと

思わず、少しずつできることから取り組み

ましょう。個別の相談にも

随時お応えしますので、

講義の空き時間には、

ぜひ1号館1階の就職・

進路支援センターに

お越しください。

【就職・進路支援センター公式ウェブサイト】
http://www.career.fukuoka-u.ac.jp

FUポータルやFacebook, Twitterでも
就職や進路に役立つ情報を
随時発信中です。
ぜひチェックしてみてください。
上記ウェブサイトよりリンクしています。

● 就活アドバイス

知名度やイメージに左右されず、
きちんと業界や企業について
理解すること。
それが就職活動の第一歩です。

学生アドバイザーによるセミナー
就職活動を終えた4年次生による体験談の共有

11月下旬に数回開催

業界研究を学内セミナーで

就活
サクセス
チャート

1年次
親に負担を掛けたくないとの思いから、
学業の傍ら週に 6 日アルバイト。

「接客で磨いた“聴く力”は、現在の業務に役立っています」。

オーストラリアのグリフィス大学で 1カ月の「海外研修」。
異なる文化や習慣を知り、見聞を広める。

就職活動開始。金融業界に目標を定め、就職・進路支援センターを活用。
「業界研究セミナー」にも参加。

就職・進路支援センターで情報収集をしていたところ、
日本政策投資銀行を「発見」。第一志望に。

九州支店長から電話をもらう。
支店へ駆け付けると直接御本人の口から「内定」の言葉を頂く。

2年次

3年次

3年次

4年次4月中旬

入学

入学前は補助教員として小学校に勤務。「自分は教育よりも
ケアに向いている」と考え、「看護師を目指そう」と新たに決意。
その後、受験準備の傍ら大牟田市役所で働いて、
介護保険や国保に携わり、医療の大切さを知る。

福岡大学医学部看護学科で勉学に励む傍ら、学資のためにアルバイトも。

「看護学実習」で出産に立ち会う。
現在の仕事につながった、貴重な体験になる。

助産師を視野に入れた大学院進学も考えながら、
福岡大学病院の病院見学説明会へ。「就職するならここ」と決める。

採用通知。まだ迷っていたが「大学院は今じゃなくても行ける」と
入職を決意。2 月に看護師国家試験に合格し、
希望していた総合周産期母子医療センターに。

1～2年次

3年次

4年次6月

4年次10月

　日本や地域の発展に、金融で貢献することを目的とし

た政府系の金融機関である、日本政策投資銀行。寺山

さんが携わっているのは、そのような融資業務。「当行

では、通常の融資の他、当行が開発した独自の評価シス

テムで環境や防災、従業員への健康配慮への取り組み

の優れた企業を評価・選定し、その評価に応じて融資

条件を設定する融資制度などもあります」。九州支店の

お客さまは、九州5県（福岡・佐賀・長崎・熊本・大分）に

所在する企業で、半導体や食品等の「モノづくり」や個

性的な「マチづくり」プロジェクトなど多種多彩。その

業種や取り組みの背景をよく知るために、新聞などで

の情報収集は欠かせません。お客さまの話もじっくり

と聴き、融資を行います。融資対象の事業が完遂する

のが「何よりの喜び」と、寺山さん。「日本のため、地域の

ため、人々のために働く」という彼女のモットーは、大学

時代の学びや経験で養われました。

　国際社会における法の役割に興味を持ち、経営法学

科を選んだ寺山さん。2年次に「民法」に関するゼミで

「クレジットカードの不正利用」など身近な問題を考察、

「暮らしを守り、人を守る」という法律の意義を知りまし

た。法学の知識が深まるにつれ「何かのかたちで社会

に貢献したい」という意識が芽生えたと言います。就職・

進路支援センターで情報を集める過程の中、銀行業務

には法律の知識が欠かせないことを知ります。「しかも

銀行員は公共性の高い職種。自分の理想に叶うと思い

ました」。それからは、センターで銀行に関するデータを

集め「発見した」のが現在の職場です。ここを第一志望

と決め、エントリシートの添削や面接指導などセンター

のサポートに支えられて最終面接へ。「社会に貢献した

い」という思いをストレートに語り、内定を得ました。入

行 6 年目、現在の目標は「この職場に必要な人材で在り

続けること」と言う寺山さんです。

株式会社日本政策投資銀行 九州支店 業務課 　　寺山 美智子 さん　　法学部経営法学科 2011年卒業　

● 就活アドバイス
　「対象とする会社に合う」自分の強みを

3つは常に考えておきましょう。会社の特

長や個性を調べ、「この会社なら自分のこ

の強みが生かせる」と実践的な自己分析

を行っていれば、面接で自分のアピールポ

イントを、説得力を持って伝えることがで

きると思います。

日本のため、地域のため
人々のためになる融資を

法律の知識を生かし社会に貢献したい。その思いで現在の会社へ
現在の目標は
「職場に必要な人材で在り続ける」こと

就活
サクセス
チャート

業界研究セミナー
約20の企業の人事担当者を招き、業界についての説明を展開

12月上旬に開催

　大きな総合病院では「病院見学説明

会」が 開 催されます。このイベントには

必ず参加しましょう。施 設や設備、そし

て病 院の雰囲気。自分と相性の合う職

場かどうかも、実見である程度は判断が

付きます。働く前の「現 場見学」は欠か

せません。
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さまざまな職場で働く若き先輩たちの貴重な言葉が、就職活動を後押ししてくれます。



　
美
し
い
海
を
見
晴
ら
す
、広
大
な
海
洋
博
公

園
。
そ
の
一
角
に
「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」が
あ

り
ま
す
。
最
初
に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
の
は
、水

族
館
内
の
「
サ
ン
ゴ
の
海
」
水
槽
。
大
き
な
水
槽

の
前
で
写
真
撮
影
の
準
備
中
、子
ど
も
が
永
田

さ
ん
に
魚
の
名
前
を
尋
ね
ま
し
た
。
間
髪
を
入

れ
ず
に
答
え
る
様
子
に
目
を
丸
く
す
る
取
材
ス

タ
ッ
フ
。「
サ
ン
ゴ
を
研
究
し
て
い
れ
ば
、周
り

に
集
ま
っ
て
く
る
魚
の
こ
と
も
当
然
覚
え
ま
す
」

と
、永
田
さ
ん
は
少
し
照
れ
な
が
ら
ほ
ほ
笑
み
ま

し
た
。

　
永
田
さ
ん
が
所
属
す
る
沖
縄
美
ら
島
財
団
は

「
首
里
城
公
園
」や
「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」「
美

ら
島
自
然
学
校
」
等
を
管
理
運
営
す
る
一
般
財
団

法
人
。
亜
熱
帯
性
動
植
物
、海
洋
文
化
な
ど
に
関

す
る
調
査
・
研
究
の
ほ
か
、知
識
の
普
及
・
啓
発

な
ど
を
行
い
、環
境
保
全
へ
の
寄
与
や
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
主
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
永
田
さ
ん
は
大
学
院
博
士
課
程
前

期
を
修
了
後
、本
財
団
に
入
職
。
一
年
目
は
「
沖

縄
美
ら
海
水
族
館
」で
飼
育
員
を
務
め
ま
し
た
。

担
当
エ
リ
ア
は
大
学
と
大
学
院
で
研
究
を
深
め

た
サ
ン
ゴ
。
サ
ン
ゴ
の
話
に
な
る
と
永
田
さ
ん

の
目
が
、い
っ
そ
う
輝
き
を
増
し
ま
す
。「
サ
ン
ゴ

は
植
物
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、実
は
骨
と
肉

が
あ
る
動
物
な
の
で
す
。
ま
た
、サ
ン
ゴ
の
体
内

に
は
褐か
っ

虫
ち
�
う

藻そ
う

と
呼
ば
れ
る
単
細
胞
の
藻
類
が
共

生
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
ゴ
は
動
物
な
の
で
酸
素

を
吸
収
し
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
ま
す
。
褐
虫

サ
ン
ゴ
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ

こ
の
道
へ

一般財団法人 沖縄美ら島財団 
総合研究センター 普及開発課

永田 俊輔 さん
［理学部地球圏科学科  2008年卒業］
［理学研究科地球圏科学専攻博士課程前期  2010年修了］

水
族
館
の
飼
育
員
、「
サ
ン
ゴ
」の
研
究
員

現
在
は
学
習
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
等
を
担
当

世界最大級のスケールを持つ「沖縄美ら海水族館」。
アジアはもとより世界中から観光客が訪れる

藻
は
そ
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
光
合
成
を

行
い
、酸
素
を
放
出
し
ま
す
」と
永
田
さ
ん
は
語

り
ま
す
。
そ
の
語
り
口
に
は
、一
つ
の
こ
と
に
懸

命
に
努
力
し
て
き
た
人
に
共
通
す
る
、静
か
な
強

さ
と
誠
実
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
永
田
さ
ん
は
二
年
目
か
ら
、財
団
の
研
究
機
関

で
あ
る
「
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
サ
ン
ゴ
の
研

究
補
助
員
を
務
め
、現
在
は
同
セ
ン
タ
ー
の
普
及

開
発
課
で
自
然
学
習
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
研
究
と
企
画
の
仕
事
。

求
め
ら
れ
る
能
力
は
異
な
り
ま
す
が
、「
ス
ム
ー

ズ
に
取
り
組
め
て
い
る
」と
永
田
さ
ん
は
言
い
ま

す
。「
調
査
・
研
究
に
必
要
な
、論
理
的
思
考
力
。

企
画
・
運
営
に
必
要
な
、自
分
の
知
識
や
考
え
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
力
。
そ
れ
ら
は
学
生
時

代
に
鍛
え
ま
し
た
か
ら
」。

海洋博公園・沖縄美ら海水族館
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現
在
の
部
署
で
は
、海
洋
生
物
や
沖
縄
の
動

植
物
に
関
す
る
知
識
や
研
究
成
果
を
、子
ど
も

や
一
般
の
方
に
伝
え
る
業
務
を
担
当
し
て
い

　
学
部
生
時
代
、学
び
の
傍
ら
打
ち
込
ん
だ
の
は

体
育
部
会
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
高

校
時
代
の
友
人
か
ら
誘
わ
れ
2
年
次
の
春
に
入

部
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
野
球
を
し
て
い
て

体
力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、ア
メ
フ
ト
は

未
経
験
。
し
か
も
遅
れ
て
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て

分
か
り
や
す
く
「
伝
え
る
力
」を
養
う

　
大
学
院
で
サ
ン
ゴ
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
た

永
田
さ
ん
。
修
了
の
こ
ろ
、沖
縄
美
ら
海
水
族

館
で
飼
育
員
の
公
募
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
、永
田
さ
ん
は

こ
う
話
し
ま
す
。「
先
生
に
つ
い
て
学
会
に
出
席

し
た
り
、調
査
で
沖
縄
の
海
に
潜
っ
た
り
す
る

こ
と
も
度
々
で
し
た
か
ら
、こ
の
よ
う
な
情
報

が
入
り
や
す
い
状
況
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
」。
飼
育
員
と
し
て
入
職
し
、後
に
サ
ン
ゴ

の
担
当
に
な
っ
た
の
は
、永
田
さ
ん
の
サ
ン
ゴ

に
関
す
る
研
究
の
成
果
と
、誠
実
で
努
力
を
惜

し
ま
な
い
人
柄
だ
か
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
少
年
時
代
か
ら
自
然
が
好
き
で
、高
校
の
頃

は
理
系
科
目
が
得
意
だ
っ
た
永
田
さ
ん
。
理

学
部
地
球
圏
科
学
科
に
進
学
し
、1
、2
年
次

は
、物
理
学
、化
学
、生
物
学
、地
学
な
ど
自
然

科
学
の
基
礎
領
域
を
幅
広
く
学
び
ま
し
た
。
3

年
次
の
専
門
分
野
選
択
で
は
、学
科
の
中
で
も

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
多
い
「
地
球
科
学
分

野
」を
選
択
。
4
年
次
の
研
究
室
配
属
の
際
、海

で
の
調
査
に
興
味
を
引
か
れ
、サ
ン
ゴ
に
関
す

る
研
究
室
に
所
属
し
ま
す
。
そ
し
て
永
田
さ
ん

は
、調
査
の
た
め
に
沖
縄
の
西
表
島
や
長
崎
の

壱
岐
・
対
馬
の
海
に
潜
り
、一
面
に
広
が
る
サ

ン
ゴ
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。「
サ
ン

ゴ
は
未
知
の
部
分
が
多
く
、可
能
性
に
あ
ふ
れ

た
学
問
領
域
。
ど
の
く
ら
い
生
き
ら
れ
る
の
か

寿
命
も
は
っ
き
り
と
分
か
ら
な
い
な
ど
謎
が
多

く
、画
期
的
な
発
見
が
あ
る
と
従
来
の
概
念
が

大
き
く
覆
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で

は
、こ
れ
ま
で
の
サ
ン
ゴ
の
分
類
体
系
が
大
き

く
変
わ
る
と
い
っ
た
論
文
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
」。
学
問
と
し
て
も
魅
力
的
な
サ
ン
ゴ
に
、興

味
が
だ
ん
だ
ん
と
深
ま
っ
て
い
た
時
、永
田
さ

ん
の
人
生
で
転
機
と
な
る
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
サ
ン
ゴ
を
調
査

す
る
日
々
の
中
、沖
縄
と
長
崎
で
採
集
し
た
サ

ン
ゴ
の
一
種
「
キ
ク
メ
イ
シ
」が
、同
じ
大
き
さ

で
も
重
さ
が
違
う
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。

「
沖
縄
の
海
に
生
息
す
る
キ
ク
メ
イ
シ
の
方
が

重
い
。
骨
を
作
る”
石
灰
化“
現
象
が
活
発
で
あ

る
せ
い
で
は
、と
考
え
ま
し
た
」。
永
田
さ
ん
は

日
本
の
亜
熱
帯
域
に
位
置
す
る
西
表
島
産
と

温
帯
域
に
位
置
す
る
長
崎
産
の
「
キ
ク
メ
イ

シ
」の
比
較
を
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
し
、研

究
を
続
け
る
た
め
に
大
学
院
へ
進
学
。「
水
温

の
違
い
」
等
の
仮
説
を
立
て
、デ
ー
タ
を
採
取

し
実
証
。
結
果
を
ま
と
め
、考
察
を
重
ね
ま
す
。

「
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、論
理
的
思
考
力

が
身
に
付
き
ま
し
た
」と
永
田
さ
ん
。
ま
た
、調

査
・
研
究
を
進
め
る
過
程
で
先
生
方
か
ら
、発

想
を
広
げ
る
た
め
に
一
つ
の
角
度
に
こ
だ
わ

ら
ず
「
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
を
す
る
」こ
と
や
、考

察
が
偏
ら
な
い
よ
う
「
デ
ー
タ
を
客
観
的
に
分

析
す
る
」こ
と
を
教
え
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
。

　
水
族
館
は
24
時
間
動
い
て
い
ま
す
。
生
き
物

た
ち
の
様
子
を
常
に
観
察
し
て
、微
妙
な
変
化

も
見
逃
さ
ず
迅
速
に
対
応
す
る
の
も
飼
育
員

の
仕
事
。
そ
の
仕
事
の
現
場
で
は
、学
生
時
代

に
ア
メ
フ
ト
で
鍛
え
た
体
力
が
大
き
な
武
器

に
な
り
ま
し
た
。

　
飼
育
員
か
ら
、総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
契
約

研
究
補
助
職
員
、嘱
託
職
員
へ
。
永
田
さ
ん
は

日
々
の
業
務
と
誠
実
に
向
き
合
い
、
着
実
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

間
も
、学
部
・
大
学
院
と
一
貫
し
て
取
り
組
ん

だ
サ
ン
ゴ
の
調
査
・
研
究
を
続
け
、完
成
さ
せ

た
論
文
は
査
読
を
経
て
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会

誌
に
発
表
。「
日
本
の
亜
熱
帯
域
と
温
帯
域
に

努
力
を
続
け
な
が
ら

し
な
や
か
に
伸
び
て
い
く

サ
ン
ゴ
の
研
究
と
論
文
作
成
の
過
程
で

論
理
的
思
考
力
を
身
に
付
け
る

ま
す
。
永
田
さ
ん
自
身
が
講
師
を
務
め
る
と
き

に
は
、相
手
に
合
わ
せ
て
表
現
に
工
夫
を
凝
ら

し
ま
す
。「
サ
ン
ゴ
は
植
物
で
は
な
く
骨
と
肉

が
あ
る
動
物
で
、刺
胞
と
い
う
毒
針
の
よ
う
な

も
の
を
持
ち
ま
す
。
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
説

明
す
る
と
き
に
は”
サ
ン
ゴ
は
刺
胞
動
物“
と

学
術
的
な
用
語
を
使
う
の
で
は
な
く
、”
サ
ン

ゴ
は
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
ク
ラ
ゲ
の
仲
間“
と

話
す
と
、興
味
を
示
し
て
く
れ
ま
す
」。
こ
の
よ

う
な
柔
軟
で
多
様
な
表
現
方
法
を
見
い
だ
す

に
は
、「
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で

鍛
え
た”
伝
え
る
力“
が
大
き
な
支
え
に
な
っ

て
い
る
」と
永
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
ま
た
、企

画
に
よ
っ
て
講
師
を
探
し
た
り
、各
部
署
の
意

見
や
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
り
す
る
な
ど
多

く
の
人
と
「
調
整
す
る
こ
と
」が
必
要
。
こ
の

よ
う
な
能
力
も
、多
様
な
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
切

磋
琢
磨
し
た
経
験
を
通
し
て
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
加
え
て
、先
生
方
に
学
ん

だ
、発
想
を
広
げ
る
た
め
に
一
つ
の
角
度
に
こ

だ
わ
ら
ず”
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
を
す
る
こ
と“
も
、

表
現
の
幅
を
広
げ
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」。

財
団
の
施
設
の
一
つ
「
美
ら
島
自
然
学
校
」の

管
理
も
担
当
し
、小
中
学
校
の
授
業
と
の
連
携

に
よ
る
野
外
学
習
指
導
、親
子
を
対
象
と
し
た

自
然
学
習
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
に
多
忙
な

毎
日
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
「
教
え

る
の
で
は
な
く
、環
境
や
海
の
大
切
さ
へ
の
自

主
的
な
気
付
き
を
促
し
て
い
き
た
い
」と
、永

田
さ
ん
。「
そ
の
よ
う
な
学
び
方
も
、私
が
大
学

時
代
に
身
に
付
け
た
も
の
で
す
」と
、最
後
に

笑
顔
で
付
け
加
え
ま
し
た
。

海
の
魅
力
を
伝
え
環
境
の
大
切
さ
へ
の

気
付
き
を
促
し
て
い
き
た
い

仮
説
を
立
て
、

デ
ー
タ
を
採
取
し

実
証
。

結
果
を
ま
と
め
、

考
察
を
重
ね
る
。

こ
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、

論
理
的
思
考
力
が

身
に
付
く
。

一
方
的
に

 

教
わ
る
の
で
は
な
く

 

自
ら
気
付
き
、

 

考
え
、
学
ぶ
。

 

そ
れ
が
成
長
す
る

 

第
一
歩
。

永田さんの研究テーマである造礁サンゴ「キクメイシ」
学生時代、調査のために沖縄の西表島や長崎の壱岐・対
馬の海に潜り、一面に広がるサンゴの美しさに引かれた

仕事と並行しながら調査・研究を続け、完成
させた論文を日本サンゴ礁学会に発表した

野外学習指導のときは、結論を直接伝えるのではなく、自分
の言葉が「気付き」のきっかけになるようにと心掛けている

し
た
が
、そ
れ
を
努
力
で
乗
り
越
え
、試
合
で
活

躍
し
ま
し
た
。
ア
メ
フ
ト
は
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

専
門
性
が
高
く
、し
か
も
徹
底
し
た
組
織
戦
。
試

合
で
は
常
に
変
化
す
る
状
況
を
瞬
時
に
把
握
し
、

選
手
一
丸
と
な
っ
て
動
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
永
田
さ
ん
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
タ
イ

ト
エ
ン
ド
」は
、オ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
（
攻
撃
陣
）

と
レ
シ
ー
バ
ー
（
パ
ス
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
役
割
）

の
特
性
を
兼
ね
備
え
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。
ブ
ロ
ッ

ク
や
パ
ス
プ
レ
ー
も
要
求
さ
れ
ま
す
。
永
田
さ

ん
は
、
戦
術
や
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー

ズ
に
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
チ
ー
ム
プ

レ
ー
を
通
し
て
、自
分
の
考
え
を
チ
ー
ム
メ
イ
ト

に
分
か
り
や
す
く
「
伝
え
る
力
」を
磨
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
仲
間
た
ち
と

「
タ
イ
ト
エ
ン
ド
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
、ど
う

生
か
せ
ば
勝
利
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
」を
何
度
も
話
し
合
っ
て
自
分
た
ち
の
役
割
と

責
任
に
関
す
る
共
通
認
識
を
養
い
、タ
イ
ト
エ
ン

ド
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
生
最
後
の
試
合
は
一
部
リ
ー
グ
昇
格
を
懸

け
た
入
れ
替
え
戦
。
骨
折
し
て
試
合
に
出
場
で

き
な
か
っ
た
永
田
さ
ん
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
、自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

そ
の
役
割
に
徹
す
る
こ
と
で
試
合
に
貢
献
。
そ

の
勝
利
の
瞬
間
を
「
皆
が
一
つ
に
な
っ
た
、最
高

の
思
い
出
」と
、感
激
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま

た
、文
系
・
理
系
の
各
学
部
か
ら
集
ま
っ
た
個
性

豊
か
な
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
た
経
験
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
や
人
と
の
調
整
が
必
要
な
現

在
の
仕
事
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

お
け
る
キ
ク
メ
イ
シD

ipsastraea speciosa

（D
ana,1846

）
の
骨
格
成
長
」と
い
う
論
文
の

筆
頭
執
筆
者
と
し
て
永
田
さ
ん
の
名
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。「
こ
の
論
文
が
評
価
さ
れ
て
今

の
自
分
が
あ
り
ま
す
」と
、永
田
さ
ん
。
さ
り
げ

な
い
話
し
ぶ
り
で
す
が
、仕
事
と
並
行
し
な
が

ら
の
調
査
・
研
究
・
論
文
執
筆
。
そ
の
大
変
さ

は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
サ
ン
ゴ
が
好

き
で
す
か
ら
」と
爽
や
か
に
笑
う
永
田
さ
ん
。

努
力
す
る
こ
と
を
苦
と
思
わ
な
い
、し
な
や
か

な
成
長
力
は
、多
く
の
福
岡
大
学
卒
業
生
に
共

通
す
る
も
の
で
す
。
入
職
し
て
6
年
目
、永
田

さ
ん
は
晴
れ
て
正
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
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無
残
に
倒
壊
し
た
家
並
み
。
大
き
く
ひ

び
割
れ
、
傾
い
た
ビ
ル
。
2
0
1
6
年
4
月

に
起
き
た
熊
本
地
震
は
、
被
災
地
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
大
地
震
の
恐

ろ
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
日
本
中
に
知
ら
し

め
ま
し
た
。「
わ
が
国
は
数
年
お
き
に
震
度

7
ク
ラ
ス
の
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま

す
。
多
数
の
犠
牲
者
を
伴
う
大
規
模
火
災

も
し
ば
し
ば
起
き
て
い
ま
す
。
建
築
分
野

に
お
い
て
、
こ
う
し
た
不
慮
の
災
害
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
常
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
」

と
、
静
か
な
決
意
を
語
る
古
賀
先
生
の
専
門

領
域
は
、
災
害
現
地
調
査
で
得
た
知
見
を
安

全
・
安
心
な
建
築
に
生
か
す
「
建
築
防
災

学
」。
今
回
も
地
震
発
生
翌
日
に
は
被
災
地

に
入
り
、
精
力
的
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　「
例
え
ば
マ
ン
シ
ョ
ン
。
私
が
調
べ
た
か

ぎ
り
、
1
階
部
分
が
潰
れ
た
も
の
を
除
い
て

大
半
が
修
復
可
能
で
す
。
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ

で
、
建
て
替
え
な
ど
将
来
へ
の
不
安
を
口
に

す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
方
の
映
像
を
見

た
の
を
機
に
、﹃
私
が
話
し
ま
す
﹄
と
申
し
出

て
、住
民
の
方
々
へ
の
説
明
会
に
参
加
。﹃
こ

の
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ッ
ク（
ひ
び
割
れ
）が
入
っ

て
い
て
も
安
全
で
す
よ
﹄﹃
こ
の
く
ら
い
の

傾
き
な
ら
補
修
で
き
ま
す
よ
﹄
と
、
過
去
の

調
査
画
像
を
見
せ
な
が
ら
お
話
し
す
る
と
、

ど
の
方
も
不
安
な
表
情
が
一
変
。
仮
設
住

宅
か
ら
自
宅
に
戻
る
方
も
続
出
し
ま
し
た
」。

　
東
京
理
科
大
学
で
学
ん
だ
大
学
時
代
は
、

首
都
直
下
型
地
震
へ
の
対
応
を
念
頭
に
、
実

物
大
の
木
造
住
宅
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

燃
や
し
、
ど
れ
く
ら
い
の
被
害
が
出
る
か
観

察
す
る
た
め
の
火
災
実
験
や
防
災
シ
ェ
ル

タ
ー
の
研
究
に
没
頭
。
そ
し
て
1
9
8
2（
昭

和
57
）年
、多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
ホ
テ
ル

火
災
の
現
地
調
査
を
機
に
、
最
初
は
大
学
の

助
教
と
し
て
、次
い
で
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
の
技
術
研
究
員
と
し
て
、
さ
ら
に
は
福

岡
大
学
の
教
授
と
し
て
、
先
生
は
今
日
に
至

る
ま
で
、
多
数
の
大
規
模
火
災
や
大
地
震
の

被
災
現
場
で
現
地
調
査
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「
火
災
調
査
の
件
数
に
つ
い
て
、
40
件
ま
で
は

覚
え
て
い
ま
す
が
、
あ
と
は
数
え
る
の
を
や

め
ま
し
た
」
と
先
生
。
質
・
量
と
も
に
豊
富

な
調
査
活
動
の
実
績
が
う
か
が
え
ま
す
。

研究室を
訪ねて

古
賀 

一
八 

教
授

研
究
テ
ー
マ

●
外
壁
落
下
防
止
に
関
す
る
研
究

●
屋
内
健
康
に
関
す
る
仕
上
げ
材
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

●
防
災
意
識
の
向
上
に
関
す
る
研
究

熊本地震で被災したマンションの
クラックを調べる古賀先生。

「被災した建物を診断する際、『どう壊れたか』より
『どう直そうか』という目で見ています」

 

熊
本
地
震
の
発
生
翌
日
に
は
被
災
地
へ
入
り
現
地
調
査

災
害
に
強
い
住
ま
い
造
り
を
目
指
す

建
築
物
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
「
建
築
防
災
学
」の
研
究

教授陣の卓越した研究を知り

個性的な人柄にも触れる─

「知」との貴重な出会いのページ

　

建
築
物
の
被
災
度
を
正
確
に
測
定
し
、火

災
や
地
震
に
よ
る
建
築
物
の
崩
壊
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
正
し
く
探
る
意
味
で
、災
害
現
地
調

査
は
発
生
後
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
行
う
の

が
鉄
則
で
す
。
古
賀
先
生
は
い
つ
で
も
出
発

で
き
る
よ
う
、ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
に
寝
袋

と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
常
備
。
こ
れ
に
懐
中
電
灯
、

メ
ジ
ャ
ー
、建
物
の
傾
き
の
角
度
を
測
定
す

る
「
さ
げ
振
り
」、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割

れ
の
度
合
い
を
測
る
ク
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
と

い
っ
た
〝
七
つ
道
具
〞を
持
っ
て
乗
り
込
み
、

現
地
へ
向
か
い
ま
す
。「
熊
本
の
調
査
で
役

立
っ
た
の
が
、福
岡
大
学
の
腕
章
で
す
。
熊
本

は
福
大
O
B
の
方
が
多

く
、『
私
も
福
大
出
身
で

す
』『
ぜ
ひ
う
ち
に
お

い
で
く
だ
さ
い
』と
会

話
が
広
が
り
、調
査
も

進
み
ま
し
た
」。

先
生
モ
ノ
が
た
り

災
害
現
地
調
査
に
欠
か
せ
な
い

「
被
災
度
」診
断
グ
ッ
ズ

工
学
部 

建
築
学
科

阪神・淡路大震災翌年の1996年3月、古賀先生も参加する
「被災建築物の緊急補強技術開発委員会」が策定した
鉄筋・鉄骨造建築物の補修マニュアル

　「
私
の
研
究
は
い
わ
ば
、
不
幸
に
向
き
合

う
研
究
。
火
災
現
場
は
も
ち
ろ
ん
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
も
東
日
本
大
震
災
で
も
、
現

地
で
多
数
の
ご
遺
体
と
対
面
し
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
二
度
と
あ
の
よ
う
な
不
幸
を
繰

り
返
し
た
く
な
い
」。
調
査
研
究
に
注
ぐ
思

い
の
深
さ
か
ら
、
先
生
自
身
の
生
い
立
ち
へ

と
、
話
題
は
深
ま
り
ま
す
。「
私
の
父
は
長

崎
の
原
爆
孤
児
で
す
。
本
人
か
ら
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悲
し
み
や
辛
さ
を
胸
に

し
ま
っ
て
、
懸
命
に
働
い
て
妻
子
を
養
っ
た

の
で
す
。熊
本
地
震
の
本
震
は
わ
ず
か
一
分
。

一
家
だ
ん
ら
ん
の
一
分
後
に
、
降
っ
て
湧
い

た
よ
う
な
災
害
で
不
幸
に
な
っ
た
家
族
も

少
な
く
な
い
の
で
す
。
や
は
り
、
そ
う
い
う

家
族
を
つ
く
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の

で
す
。
戦
争
で
も
、
災
害
で
も
。
と
こ
ろ
が

被
害
が
大
き
か
っ
た
益
城
町
で
も
、
全
く
被

害
を
受
け
な
か
っ
た
住
宅
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
災
害
に
強
い
住
ま
い
や
建
物
を
造
る

こ
と
が
、私
の
願
い
で
す
」。

　
災
害
に
強
い
建
築
技
術
の
確
立
を
目
指

し
、
研
究
室
で
は
耐
震
効
果
の
高
い
外
壁

材
や
難
燃
性
の
建
材
研
究
、
防
災
訓
練
の

研
究
な
ど
、
幅
広
い
研
究
に
従
事
。

　
ま
た
長
年
に
わ
た
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な

防
災
施
策
に
向
け
た
提
言
も
行
っ
て
い
ま

す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
1
9
9
6

年
に
は
、
直
後
の
現
地
調
査
に
携
わ
っ
た
経

験
か
ら
、
建
築
物
補
修
マ
ニ
�
ア
ル
の
必
要

性
を
国
に
働
き
掛
け
、
自
身
も
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
物
の

補
修
マ
ニ
�
ア
ル
を
日
本
で
初
め
て
策
定
。

福
岡
市
で
2
0
1
3
年
に
起
き
た
病
院
火

災
害
で
不
幸
に
な
る
家
族
を

こ
れ
以
上
増
や
し
た
く
な
い

被
災
住
民
の
不
安
を
解
消
し
た

建
築
防
災
学
の
知
見

災
に
際
し
て
は
、
防
災
点
検
上
の
問
題
点
を

指
摘
し
、
福
岡
市
の
消
防
マ
ニ
�
ア
ル
に
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
震
度
7
の
地
震
が
起
き
て
も
﹃
今
度

の
地
震
、
大
き
か
っ
た
ね
え
﹄
と
茶
飲
み
話

に
で
き
る
。
そ
ん
な
社
会
が
理
想
で
す
」

と
話
し
、
多
忙
な
調
査
・
研
究
の
日
々
を
送

る
先
生
。
現
地
調
査
に
は
極
力
、
ゼ
ミ
生

や
大
学
院
生
を
連
れ
て
行
く
そ
う
で
す
。

先
生
が
研
究
と
実
務
の
両
面
で
培
っ
た
、

確
か
な
実
績
と
信
頼
感
。
不
安
に
包
ま
れ

た
被
災
地
の
人
々
の
心
を
優
し
く
ほ
ぐ
す

建
築
防
災
学
の
豊
富
な
知
見
が
、
着
実
に

次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

A c a d e m i c s  学習・研究
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キ
ラ
キ
ラ

ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
初
々
し
さ

可
能
性
を
秘
め
た
ま
な
ざ
し
。

迷
う
ほ
ど
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で

彼
ら
彼
女
ら
は
抱
え
て
い
た

「
？
」
を
「
！
」
に
変
え
て
い
く
。

ま
だ
見
ぬ
道
を
、

自
分
の
手
で
探
し
て
い
く
。

た
く
さ
ん
の
出
会
い
と

可
能
性
が
待
っ
て
い
る

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
。

新
し
い
一
歩
を
、
輝
く
未
来
へ
。学生広報サポーターグーミーズ

8月6日 ( 土 )に行われた オープンキャンパスに
おいて、私たちグーミーズは会場を訪れたたくさ
んの方々に取材・撮影をしました！当日の様子を
次頁でたっぷりご紹介します！

Open Campus
Open Campus

ReportReportReport
2016

Open Campus
Many thanks to

13,225 visitors !
13,225
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学内の旬の出来事やスポットを写真で描き出します。



撮影も私たちが行いました！

グーミーズ
インタビュー風景

率直な感想を
聞き出します

素敵な笑顔に出会えました！

グーミーズ
、

いざ工学部
へ！私たちも実験に参加しました！

体験を終えた

高校生に取材
！

理系学部
文系学部医・薬・スポーツ

学生・教職員に聞きました！

「高校生や保護者の方と
関わってどうでしたか？」

高校生の皆さんに聞きました！

「福大のオープンキャンパスに
来てみて、どう感じましたか？」

模擬講義開始前の緊張した様子の高校生

授業を主催した学生たち

在学生が授業内容を説明

● 人文学部
● 法学部
● 経済学部

● 商学部
● 商学部第二部● 医学部   ● 薬学部　● スポーツ科学部

● 理学部   ● 工学部

足を止めてもらえるようなPOPを考える

完成したPOPと記念撮影

さまざまな心音を出せる人形で聴診体験！

高齢者に近い状態での日常生活体験

高校生たちは、スポーツ指導も見学

器具を使って薬品を量り取る

赤ちゃんの重さを体感

力を入れてもなかなか掛からないエンジン

台所でもできるDNA抽出実験！

空気砲体験！

ドローンの操作を教えてもらいました

とても人気だった機械の制御体験！

経済学部教授 人文学部教授工学部学生 スポーツ科学部学生 医学部学生

1

高校 3年生 / 福岡県 高校 2年生 / 熊本県高校 3年生 / 福岡県 高校 3年生 / 福岡県高校 2年生 / 福岡県

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

ReportReportReportOpen  Campus  2016

写真は私たちグーミーズが撮りました！

人文学部准教授
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1 福岡大学留学生別科を経て、
福岡大学人文学部東アジア地域言語学科に入学
ロンドンでの高校時代、イギリス
から日本に留学した人でも日本語
能力試験 N2取得が精いっぱいと
知り、「ぜひ N1を、そのためには日
本へ」と決意して、来日。活気が
あり、日本語に加え、東アジア全
域の言語と文化が学べる本学へ。

第二記念会堂で筋トレに励む
ボディビルディングに興味があり、平日は第二記念会堂の
トレーニング室に毎日通い、筋トレに励む。学部を超えて
友達の輪が広がった。

中国コースを選択
2年次から中国コースを選択し、中国語学習を軸に中国の
文化や経済、国際関係まで幅広く学ぶ。

間ふさ子先生の中国文学ゼミを選択
中国のテレビドラマを見て、あらすじを日本語800字以内
でまとめるなど、身近な題材を使った内容。同じ漢字でも
中国と日本で意味が異なるなど、漢字文化の奥深さに興
味津々。

英語教室でアルバイト
週に数回、英語の家庭教師を。土曜日には久留米の英語
教室の講師も。

福岡のメーカーに内定
日本人学生と同様に3月から合同企業説明会に参加し、就
職・進路支援センターのサポートを受けながらエントリー
シートや履歴書を書き、会社説明会に積極的に参加。福
岡の精密機器メーカーに内定。

日本語能力試験N1に合格
8月、1年次から毎日15分以上の
日本語学習を重ねたかいあって、
長年持ち続けた大きな目標を
達成。N1の認定基準は新聞の
論説や専門書の内容を読み
こなせるレベル。

　
「
今
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
」と
、丁
寧
語
を
交
え
て
歯
切
れ
よ

く
話
す
ク
リ
ス
さ
ん
は
、人
文
学
部
東
ア
ジ

ア
地
域
言
語
学
科
4
年
次
生
。
ロ
ン
ド
ン

の
高
校
生
だ
っ
た
16
歳
の
時
、動
画
サ
イ
ト

で
聴
い
た
J
-P
O
P
の
日
本
語
の
響
き

の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、日
本
語
を
学
ぶ
た

め
に
日
本
へ
。「
福
岡
を
選
ん
だ
の
は
街
の

雰
囲
気
が
良
く
、日
本
語
も
し
っ
か
り
学
べ

る
予
感
が
し
た
か
ら
。
福
岡
で
通
っ
た
日
本

語
学
校
の
友
達
と
学
園
祭
巡
り
を
し
た
の

で
す
が
、一
番
活
気
を
感
じ
た
の
が
福
大
。

ち
ょ
う
ど
留
学
生
別
科
が
開
設
さ
れ
た
の

で
こ
こ
で
学
び
た
い
と
思
い
、受
験
を
決
め

ま
し
た
」。
別
科
で
中
国
や
韓
国
の
留
学
生

人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科
4
年
次
生
の
カ
ト
ラ
ー
・
ク
リ
ス
さ
ん
は
、

イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
、ロ
ン
ド
ン
育
ち
。

高
校
時
代
に
興
味
を
持
っ
た
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
、は
る
ば
る
福
岡
へ
。

福
岡
大
学
で
は
日
本
語
能
力
試
験
N
１（
旧
試
験
の
1
級
相
当
）に
合
格
す
る
ほ
ど
の
日
本
語
力
習
得
に
加
え
、

東
ア
ジ
ア
地
域
の
言
語
と
文
化
を
幅
広
く
理
解
。

す
で
に
就
職
活
動
も
終
え
、現
在
は
実
り
多
い
本
学
で
の
日
々
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

卒
業
論
文
の
仕
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
日
本
語
を
話
し
た
い
」

そ
の
一
念
で
福
岡
へ

と
交
流
す
る
う
ち
に
東
ア
ジ
ア
全
体
に
興

味
が
広
が
り
、本
学
科
へ
学
部
生
と
し
て
進

学
し
ま
し
た
。

　
「
中
韓
の
各
言
語
と
文
化
を
広
く
学
べ
る

本
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、他
大
学
に
は

な
い
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
」と
ク
リ
ス

さ
ん
。
就
職
活
動
は
母
国
語
の
英
語
と
福
大

で
学
ん
だ
東
ア
ジ
ア
地
域
の
知
見
が
生
か

せ
る
海
外
営
業
職
に
的
を
絞
っ
て
活
動
し
、

福
岡
の
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
に
内
定
。
現
在

は
「
中
国
の
産
業
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」と

題
し
た
卒
論
の
仕
上
げ
に
没
頭
中
で
す
。

　

授
業
と
は
別
に
、ク
リ
ス
さ
ん
が
1
年
次

か
ら
欠
か
さ
ず
続
け
て
い
る
の
が
、第
二

具体的な目標を
定めよう！

★ 

好
き
な
授
業

演
習

　
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
中
国

の
産
業
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」。
ア

ジ
ア
各
国
は
も
ち
ろ
ん
、英
米
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
経
済
関
係
を
考

察
。
将
来
の
仕
事
と
も
密
接
に
関
係

す
る
テ
ー
マ
だ
け
に
力
が
入
る
。

充実
CAMPUS       
LIFE

カトラー・クリス さん

人文学部
東アジア地域言語学科

4年次生
CHRISTOPHER THOMAS CUTLER

クリスさんの目標

福
岡
大
学
で
磨
い
た
日
本
語
力
と

理
解
を
深
め
た
東
ア
ジ
ア
地
域
の
文
化
や
言
語
。

自
信
と
希
望
を
胸
に
、

世
界
へ
。

記
念
会
堂
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。「
『
胸
囲
を
あ
と
2
セ

ン
チ
大
き
く
し
た
い
』な
ど
の
具
体
的
な
目

標
を
設
定
し
、そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
日
々
の

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。
こ
の
行
動
ス
タ
イ
ル

を
、大
学
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
応
用
し

て
い
ま
す
」。
そ
の
最
た
る
例
が
日
本
語
学

習
。
具
体
的
な
目
標
を
大
学
卒
業
ま
で
に
日

本
語
能
力
試
験
N
1
合
格
に
定
め
、逆
算
し

て
勉
強
に
日
々
励
み
ま
し
た
。「
語
学
の
勉

強
は
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
。
気
に
な
っ

た
言
い
回
し
や
文
法
に
つ
い
て
、毎
日
15
分

以
上
、欠
か
さ
ず
勉
強
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
き
ま
し
た
」。
そ
の
結
果
、4
年
次
の
夏

に
見
事
合
格
。
念
願
を
叶
え
た
今
、興
味
を

持
っ
て
い
る
の
は
共
通
教
育
科
目
だ
と
か
。

「
心
理
学
や
社
会
学
な
ど
、１
・
2
年
次
の
段

S t u d e n t  L i f e  学生生活 仲間の充実した日々には、あなたの将来の糧となるヒントが詰まっている。

★ 

大
学
生
活
を
送
る
上
で
の
モ
ッ
ト
ー

　“
Yo
u
 m
iss 10

0
%
 o
f th
e 

sh
o
ts y

o
u
 d
o
n
't ta

ke
.”

　

「
チ
ャ
ン
ス
に
行
動
を
起
こ
さ
な

い
限
り
、
成
功
は
あ
り
得
な
い
」
と

い
っ
た
意
味
。
高
校
時
代
か
ら
の

モ
ッ
ト
ー
で
す
。

徹底的に鍛えるのも、気軽に汗を流すのも自由
第二記念会堂トレーニング室
　クリスさんが１・2年次時代は毎日4時間、4年
次の今も2時間、たっぷり汗を流している第二記
念会堂トレーニング室は、福大生が自由に利用
できるスペース。ダンベルベンチ、フリーウエイ
トなど、本格的な鍛錬に対応した機器もそろって
います。「月曜は胸、火曜は背中、水曜は肩、木曜
は上腕二頭筋というように、毎日テーマを決めて
自分を追い込んでいます」とクリスさん。

階
で
は
日
本
語
の
意
味
を
十
分
に
理
解
で

き
な
か
っ
た
科
目
を
再
履
修
。
今
は
9
割
以

上
理
解
で
き
る
の
で
、面
白
く
て
仕
方
な
い

で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
ク
リ
ス
さ
ん
。「
福

岡
は
第
二
の
故
郷
。
文
系
セ
ン
タ
ー
棟
最
上

階
か
ら
見
え
る
風
景
も
い
い
し
、辛
子
め
ん

た
い
こ
も
好
物
で
す
」。
大
好
き
な
街
で
社

会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
道
を

自
ら
選
び
取
っ
た
ク
リ
ス
さ
ん
に
、現
在
の

目
標
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。「
ま
ず
は
海
外

営
業
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
。
世
界
で
活

躍
で
き
る
人
材
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
」。
力
強
く
答
え
る
目
に
、自
信
と
希
望
に

満
ち
た
光
が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

第
二
の
故
郷
・
福
岡
で

社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を

クリスさんの「充実 CAMPUS LIFE」 POINT

TimelineTimelineTimeline
クリスさんの 自分年表

筋力トレーニングをすることで出会った友達

3

4

2

★ 

学
内
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト

　
中
央
図
書
館
1
階
の
ブ
ラ
ウ
ジ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
。

ゆ
っ
く
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
、
落

ち
着
い
て
本
や
資
料
が
読
め
ま
す
。

ここが
ターニング
ポイント！

日本語能力試験N1に合格
8月、1年次から毎日15分以上の
日本語学習を重ねたかいあって、
長年持ち続けた大きな目標を
達成。N1の認定基準は新聞の
論説や専門書の内容を読み

クリスクリスさんのさんの目標 満
ち
た
光
が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

カトラー・クリス さん

東アジア地域言語学科

CHRISTOPHER THOMAS CUTLER
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第
一
記
念
会
堂
3
階
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
に
、

シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
返
す
音
が
響
き
ま
す
。
練
習
は
毎
日

4
時
間
。2
面
の
コ
ー
ト
を
2
時
間
ず
つ
男
女
交
代
で
使

い
、コ
ー
ト
を
使
え
な
い
時
間
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
充
て
て
い
ま
す
。「
体
育
館
で
は
コ
ー
ト

脇
の
黒
板
に
次
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
書
い
て
周
知
。
気

持
ち
を
高
め
る
た
め
、
音
楽
を
流
し
な
が
ら
テ
ン
ポ
よ
く

進
め
て
い
ま
す
」
と
、
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
丸
山
直
緒
さ

ん
。や
が
て
コ
ー
ト
上
で
は
2
対
1
や
ダ
ブ
ル
ス
な
ど
、

試
合
形
式
の
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
目
に
も
止
ま
ら

ぬ
速
さ
で
飛
び
交
う
シ
ャ
ト
ル
を
、
懸
命
に
追
う
部
員
た

ち
。コ
ー
ト
に
熱
気
が
漲
み
な
ぎ
り
ま
す
。
厳
し
い
練
習
に
も
前

向
き
に
取
り
組
み
、
限
ら
れ
た
時
間
に
集
中
し
て
鍛
錬
を

重
ね
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
。「
私
た
ち
の
強
み
は
、
練
習

も
試
合
も
全
員
で
取
り
組

む
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
」
と

話
す
女
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の

古
澤
咲
さ
ん
の
言
葉
通
り
、

練
習
中
も
笑
顔
が
目
立
ち

ま
す
。2
0
1
6
年
の
目
標

は
、
男
子
は
全
日
本
の
舞
台

に
立
つ
こ
と
、
女
子
は
九
州

大
会
4
連
覇
と
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
の
勝
利
。
苦
し
く

て
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
自
分
た
ち
ら
し
く
勝
利
を
目
指

す
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
注
目
で
す
。

　

約
60
年
の
歴
史
を
持
つ
器
楽
部
は
、現
在
78
人
が
所
属
す

る
大
所
帯
。
部
員
の
奏
で
る
楽
器
は
、ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス
な

ど
の
弦
楽
器
か
ら
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、サ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
管

楽
器
、ド
ラ
ム
や
キ
ー
ボ
ー
ド
も
。日
頃
の
活
動
は
バ
ン
ド

単
位
で
の
練
習
、月
に
1
度
は
部
員
全
員
が
集
ま
る
部
会
を

開
き
ま
す
。バ

ン
ド
メ
ン
バ
ー

は
前
期
と
後
期

で
組
み
直
す
の

が
慣
例
で
、幹

事
の
徳
田
夏
海

さ
ん
は
「
バ
ン
ド
は
自
分
が
組
み
た
い
と
思
う
メ
ン
バ
ー

を
誘
っ
た
り
、演
奏
し
た
い
曲
を
軸
に
メ
ン
バ
ー
を
集
め

た
り
す
る
の
が
基
本
」と
言
い
ま
す
。
各
バ
ン
ド
が
演
奏

す
る
ジ
ャ
ン
ル
は
ロ
ッ
ク
、ブ
ル
ー
ス
、ポ
ッ
プ
、ジ
ャ
ズ
、

R
&
B
と
さ
ま
ざ
ま
。
演
奏
す
る
曲
は
全
て
洋
楽
で
す
。

ま
た
、自
分
た
ち
で
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
た
め
楽
譜
に
頼
ら

ず
音
源
を
耳
で
聴
き
取
り
音
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、年
2
回
の
定
期
演
奏
会
な
ど
の
場
に
向
け
た
曲

選
び
か
ら
ア
レ
ン
ジ
、ス
テ
ー
ジ
演
出
ま
で
全
て
自
分
た
ち

で
行
い
ま
す
。
音
楽
の
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、日
々
の
練
習

や
交
流
を
通
し
て
人
間
的
に
も
成
長
し
て
い
る
そ
う
。「
ス

テ
ー
ジ
で
は
プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
、聴
き
に
来
て
く
れ
た
お

客
さ
ま
の
た
め
に
一
生
懸
命
演
奏
し
ま
す
」。
次
の
演
奏
会

は
年
の
瀬
の
12
月
、今
年
の
集
大
成
を
披
露
し
ま
す
。

器楽部

選曲からアレンジ、演出まで自分たちで

年間行事

5月

6月

8月

10月

11月

情熱の証

福岡県学生バドミントン
選手権大会
九州学生バドミントン
リーグ戦大会

九州学生バドミントン
選手権大会

西日本インカレ

全日本インカレ

中国四国九州学生バド
ミントン選手権大会

バドミントン部

練習も試合もチーム一丸。思いを一つに全日本へ

年間行事

4月

5月

6月

7月

8月

9月

12月

前期部会

春合宿

音楽の夕べ（学術文化祭）
部内演奏会

前期定期演奏会

夏の交流会

後期部会

後期定期演奏会
部内演奏会

O n e  P e r s o n ,  O n e  C i r c l e

ノック練習は20本10セット。日を追うごと
にスマッシュの切れ味が増す

定期演奏会では弦楽器や管楽
器に加えボーカルを披露する

2728 Fukuoka University Magazine  October 2016Fukuoka University Magazine  October 2016

S t u d e n t  L i f e  学生生活

学びを軸にサークル活動にも熱く燃え、一生の思い出を仲間を。



ど
も
行
う
こ
と
）
も
推
進
し
て
独
自
の

財
源
を
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。
学
生
た

ち
は
こ
れ
ま
で
の
約
10
年
間
の
活
動
を

ま
と
め
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
鑑
賞
。

そ
れ
か
ら
7
〜
8
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、司
会
役
1
人
、記
録
係
1
人
を
立

て
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
。
事
前
に
用

意
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、「
地
域
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
と
条
件
」「
住
民
の
能

動
性
が
生
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」「
地
域
づ

く
り
に
お
け
る
文
化
活
動
の
意
義
」。
学

生
た
ち
は
、自
分
で
考
察
し
た
意
見
を
積

極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。

　
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
ほ
ぼ
毎
回
の
授

業
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は

担
当
の
添
田
先
生
。
続
け
て
、「
自
分
た

ち
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で

理
解
が
深
ま
り
、知
識
が
定
着
し
ま
す
。

他
人
の
考
え
を
聞
く
こ
と
で
考
察
の
幅

が
広
が
り
、新
し
い
気
付
き
を
得
る
機
会

に
も
な
る
の
で
、こ
う
し
た
時
間
を
多
く

設
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と
、そ
の

意
義
を
説
明
し
ま
す
。

奥浜 幸二朗 さん

学習内容を学生自らが体系立ててまとめる
「学びのノート」

「七隈地元学」で住民の皆さんと町歩き

人文学部 教育・臨床心理学科  
3年次生

さまざまな事例を通して、まちづくりや地域再生の取り組みで「学習」や「教育」
がどのように位置付けられているかを読み解いていきます。また、地域づくり
におけるリーダーやコーディネーターの役割や資質について学びます。

人文学部 教育・臨床心理学科
専門教育科目 

地域教育デザイン論

●今回紹介する科目は

　私のモットーは、まず授業を
知的で楽しい時間にすること。
さらに、一方通行の授業ではな
く、グループ分けをして学生同
士が対話する能動的な空間に
すること。そうした場づくりの
ために、アイスブレイクの時間を
十分に取り、リラックスして授業
に取り組めるようにしています。
学生たちがお互いの経験を持ち
寄りながら成長し、この場にい
ないと学べない価値を提供して
いくことが重要だと考えている
からです。授業で得た知識や気
付きを体系的にまとめる「学び
のノート」を学生たちが作成す
ることも私の授業の特徴。他人
に説明できるよう理論的に整理
し直すことで、理解がいっそう
深まるのです。

人文学部 教育・臨床心理学科

添田 祥史  准教授

学生同士の経験を持ち寄り
この場でしか得られない
価値ある学びを提供する

　

取
材
を
行
っ
た
こ
の
日
、意
欲
的
な
表

情
で
授
業
に
臨
む
約
40
人
の
学
生
た
ち

は
、地
域
づ
く
り
の
事
例
検
討
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
題
材
は
、鹿
児
島
県
鹿
屋
市

に
位
置
す
る
柳

や
な
ぎ

谷だ
に

集
落
・
通
称
「
や
ね

だ
ん
」の
地
域
活
性
化
活
動
。
こ
の
集
落

に
は
1
2
0
世
帯
・
約
3
0
0
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

過
疎
高
齢
化
が
進

む
典
型
的
な
地
域

で
す
が
、リ
ー
ダ
ー

の
下
で
住
民
が
力

を
合
わ
せ
、サ
ツ
マ

イ
モ
栽
培
や
、オ
リ

ジ
ナ
ル
焼
酎
開
発

な
ど
六
次
産
業
化

（
生
産
し
た
農
林

水
産
物
の
加
工
食

品
製
造
・
販
売
や
、

地
域
資
源
を
生
か

し
た
観
光
農
園
な

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

「
地
元
学
」に
取
り
組
む

　

学
生
た
ち
は
、
七
隈
公
民
館
と
外
部
の

専
門
家
の
協
力
を
得
て
、「
七
隈
地
元
学
」に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。「
地
元
学
」
と
は
、

地
域
の
魅
力
や
価
値
を
見
つ
め
直
し
、
よ

り
良
い
発
展
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
。

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
役
の
地
元
の
方
と
共
に
、

グ
ル
ー
プ
単
位
で
地
域
を
「
歩
い
て
」「
見

て
」「
聞
い
て
」「
調
べ
る
」フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

　七隈地区の方々と協同で取り組んだ「七
隈地元学」のフィールドワークは、とても新
鮮で面白かったです。普段何気なく生活し
ている地域をゆっくり歩き、昔からそこに
住む人の話を聞くことで、それまで気付か
なかった地域の良さを発見できました。地

域づくりとはどうあるべきか、地域におい
て学生が果たせる役割とは何かということ
について考える機会を得たことも大きな収
穫だと感じています。今後は、授業での経
験を自分のふるさと（沖縄県）の地域づくり
に役立てたいと考えています。

生まれ育ったふるさとの地域づくりに
どう貢献できるかを考えるようになりました

ク
を
実
践
。
そ
の
後
、
地
元
の
方
の
説
明

や
自
ら
の
目
と
耳
で
感
じ
た
七
隈
の
歴
史

や
魅
力
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
公
民
館

で
発
表
。
情
報
を
共
有
し
、
地
元
の
方
々

か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
地
域
づ
く

り
に
対
す
る
意
識
を
養
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
本
学
に
は
九
州
全
域
を
は
じ
め
、
日
本

各
地
か
ら
学
生
が
集
ま
り
ま
す
。
学
生
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
に
戻
っ
た
時
、
ど

の
よ
う
な
形
で
あ
っ
て
も
、
大
学
で
の
経

験
を
生
か
し
活
動
し
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る

A Lctive earning!
学びの   現場から

アクティブ・
ラーニング?

「フィールドワーク」の期待効果
　フィールドワークでの経験は、五感への刺激やリアリティを伴うもの
であることが多いため、それらは学生たちの現場に対する参画意識や
課題への当事者意識を引き出すことが期待できます。また、教室で学
んだ知識を活用したり、それらを実際の経験と結び付けたりすること
ができるので、学修意欲の向上や知識の定着を期待することもできる
でしょう。

What's

教育開発支援機構

須長 一幸  准教授

アクティブ・ラーニングの手法「フィールドワーク」
　フィールドワークは、教室を出て実際に現場に足を運ぶ経験学
習の手法の一つで、現場に潜在する課題の発見や、教室で学んだ
仮説や理論の検証など、さまざまな目的のために活用できます。
現場で生じ得るトラブルやリスクなどへの事前の備えと、フィール
ドワークでの経験を話し合ったりまとめたりする作業を通じた事
後の振り返りが重要になります。

〝
地
域
に
貢
献
す
る
〞マ
イ
ン
ド
の
養
成
は
、

福
大
の
使
命
の
一
つ
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

と
添
田
先
生
。
さ
ら
に
、「
こ
の
授
業
で
は
、

地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
中
で
、
論
理
的
思
考

力
や
企
画
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な

ど
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
複
合
的
な
能
力

の
重
要
性
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
付
く
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
身
に
付
け
よ

う
と
す
る
意
欲
が
芽
生
え
る
の
で
す
」
と

授
業
の
狙
い
を
付
け
加
え
ま
す
。

　

最
後
に
先
生

は
、「
公
務
員
や

地
域
活
動
に
携

わ
る
仕
事
で
な

く
て
も
、授
業
で

得
た
知
見
や
視

点
は
、社
会
の
多

く
の
場
で
応
用

で
き
る
は
ず
で

す
。
ぜ
ひ
、自
ら

ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
せ
る
人
、
動
こ
う
と
し
て
い
る
誰
か

を
支
え
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

学
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

教
室
で
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

町
を「
歩
い
て
」「
見
て
」「
聞
い
て
」「
調
べ
る
」

A c a d e m i c s  学習・研究
先生の授業のデザインと学生たちの事前・事後学習を通した成長を熱くドキュメント。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
く

SWITCH ON!

earning!iearning!earning!nearning!earning!tearning!earning!eearning!earning!rearning!earning!aearning!earning!cearning!tive
先生先生
授業のデザイン
授業のデザイン

earning!
授業のデザイン

earning! 学問への探究心

学生学生earning!earning!
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幅広い専門医が結集し、
「肝

かん た ん す い

胆膵」を含む消化器全領域の疾患に対応

精緻な技術が求められる
大腸がん腹腔鏡手術の体制がさらに充実

　本科では、内視鏡や腹腔鏡（胸腔鏡）に

よる手術を積極的に導入しています。どち

らも通常の開腹手術に比べ患者さんの身

体への影響が少ない低侵襲手術です。「と

はいえ、ミリ単位以下の精緻な操作が不可

欠であり、執刀医に熟練の技術が要求され

る手術です」と話す長谷川先生自身、前任

の京都大学医学部附属病院において、長年

にわたって大腸がんの腹腔鏡手術の権威

として知られる坂井義治先生の薫陶を受けた経歴を持ちます。そして今ではこの

分野で海外からレクチャーに招かれるほどの第一人者。2015年6月、福岡大学病

院に九州で初めて導入され、本病院では前立腺がん手術で活用されている内視鏡

手術支援ロボット「ダビンチ」の施術実績も豊富です。「大腸がん、とりわけ肛門

や自律神経に近い直腸がんの手術は難易度が高いのですが、ロボット手術なども

積極的に活用しながら、肛門や生殖機能を温存できる低侵襲の施術体制を一層強

化したいと考えています」と、先生は力強く展望を語ります。従来から大腸がんの

手術症例数で九州屈指の実績を持つ本科。先生の着任により、さらなる充実が期

待できそうです。

福大病院が九州で初めて導入したダビ
ンチ。「本科でもできるだけ早い段階で
活用したい」と長谷川先生は展望を語る

消化器外科のスタッフは総勢約
20人。多種に及ぶ臓器や化学療
法の専門医が結集したチーム医
療を通じて、「喜んでいただける
医療」を提供

　消化管に加え肝臓、胆道、膵臓といった消化器疾患全般

に対応する幅広い外科治療を行っています。とりわけ、九

州でも屈指の手術症例数を持つ大腸がんをはじめとする消

化器がんの診療体制が充実。腹腔鏡・胸腔鏡や内視鏡を用

いた先進的な手術、抗がん剤、放射線治療など多彩な治療

方法を組み合わせ、患者さん本位の医療を実現しています。

福岡大学病院 消化器外科

　
消
化
器
外
科
が
掲
げ
る
モ
ッ
ト
ー
は
、
患
者
さ
ん
に

「
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
医
療
」を
提
供
す
る
こ
と
。
そ
の

意
味
に
つ
い
て
、長
谷
川
先
生
は
こ
う
説
明
し
ま
す
。

　「
大
切
な
の
は
、患
者
さ
ん
に
十
分
納
得
し
て
い
た
だ

い
た
上
で
、安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、患
者
さ
ん
と
常
に
コ
ミ
�
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
、病
気
の
状
態
や
体
力
に
応
じ
た
最
善
の

治
療
方
法
を
患
者
さ
ん
と
共
に
選
択
し
て
い
く
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
す
」。

　
幅
広
い
診
療
領
域
に
対
応
で
き
る
と
い
う
強
み
を
、患

者
さ
ん
本
位
の
医
療
体
制
に
生
か
す
。
こ
の
姿
勢
は
、3

人
の
医
師
グ
ル
ー
プ
か
ら
成
る
9
チ
ー
ム
の
充
実
し
た

医
療
体
制
を
は
じ
め
、本
科
で
進
め
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
取

り
組
み
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
は
、ロ
ボ
ッ
ト
手
術
、遺
伝
子
治
療
に
代
表

さ
れ
る
個
別
化
治
療
な
ど
、よ
り
先
進
的
な
高
度
医
療

に
対
応
す
べ
く
、積
極
的
な
学
会
参
加
な
ど
、ス
タ
ッ
フ

個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
一
層
注
力
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
」と
、先
生
は
今
後
の
方
向
性
を
明
快
に
語
り
ま

す
。
地
域
に
お
け
る
消
化
器
医
療
の
拠
点
と
し
て
、福
岡

大
学
病
院
消
化
器
外
科
は
さ
ら
な
る
医
療
体
制
の
充
実

に
挑
み
続
け
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
の
会
話
を
大
切
に
し

「
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
医
療
」
を
提
供

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
欧
米
化
や
社
会
の
高
齢
化
な
ど

を
背
景
に
、大
腸
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
消
化
器
が
ん
の

患
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
消
化
器
が
ん

は
、食
道
、胃
、十
二
指
腸
、小
腸
、大
腸
、直
腸
と
い
っ
た

消
化
管
か
ら
肝か

ん
た
ん
す
い

胆
膵
（
肝
臓
、胆
道
、膵
臓
の
総
称
）
ま
で

非
常
に
広
範
囲
に
わ
た
る
疾
患
。
そ
の
全
て
に
対
応
す

る
幅
広
い
医
療
を
提
供
で
き
る
こ
と
が
、福
岡
大
学
病
院

消
化
器
外
科
の
際
立
っ
た
特
長
の
一
つ
で
す
。

　「
診
療
す
る
疾
患
の
範
囲
だ
け
で
な
く
、診
療
内
容
も

幅
広
い
。
開
腹
手
術
に
加
え
、内
視
鏡
や
腹
腔
鏡
を
用
い

た
手
術
、抗
が
ん
剤
治
療
や
放
射
線
治
療
と
い
っ
た
化

学
療
法
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、胆
道
結
石
に
対
す
る

内
視
鏡
治
療
な
ど
、肝
胆
膵
の
対
応
症
例
も
豊
富
で
す

し
、食
道
ア
カ
ラ
シ
ア
に
対
す
る
内
視
鏡
的
筋
層
切
開
術

（
P
O
E
M
）
で
は
全
国
で
も
有
数
の
症
例
数
を
誇
っ
て

い
ま
す
」と
話
す
の
は
、2
0
1
6
年
4
月
に
消
化
器
外

科
診
療
部
長
に
就
任
し
た
長
谷
川
傑
先
生
。

　「
前
任
の
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
も
そ
う
で
す

が
、近
年
、先
進
医
療
機
関
で
も
消
化
管
と
肝
胆
膵
で
診

療
科
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
お
り
、就
任
当

初
は
本
科
の
対
応
領
域
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ
診
療
科
で
広
い
領
域
を
扱
う
利
点
は
、複
数
の
疾
患

を
抱
え
た
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
私
の
専
門
領
域
で
あ
る
大
腸
が
ん
は
肝
臓
に
転

移
し
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、定
期
的
に
行

う
カ
ン
フ
�
レ
ン
ス
と
は
別
に
肝
臓
や
化
学
療
法
の
担

当
医
と
臨
機
応
変
に
協
議
し
て
い
ま
す
。
C
T
画
像
を

見
な
が
ら
初
期
の
転
移
部
分
に
化
学
療
法
を
施
す
決
定

を
下
す
な
ど
、機
を
逃
さ
ず
に
必
要
な
治
療
を
行
う
こ
と

が
可
能
で
す
」と
、先
生
は
幅
広
い
領
域
の
専
門
医
が
結

集
す
る
消
化
器
外
科
の
強
み
を
説
明
し
ま
す
。

消
化
器
が
ん
を
は
じ
め

幅
広
い
外
科
疾
患
を
扱
う
拠
点

内視鏡的粘膜切除術（EMR）や、胆道結石に対する内視鏡
的逆行性胆管膵管造影（ERCP）など、内視鏡を用いた手術
症例が豊富

カンファレンスには幅広い領域の専門医と研修医が集ま
り、個々の治療について詳しく検討

腹腔鏡手術では腹部に開けた小さな穴から種々の機器を
体内に入れる。熟練の技術が不可欠

腹腔鏡を用いた大腸がん手術。豊富な施術経験と照らし
合わせながら患部の状態を見極め、淀みなく進めていく
腹腔鏡を用いた大腸がん手術。豊富な施術経験と照らし
合わせながら患部の状態を見極め、淀みなく進めていく
腹腔鏡を用いた大腸がん手術。豊富な施術経験と照らし
合わせながら患部の状態を見極め、淀みなく進めていく
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ホモトピー集合とそのホモトピー不変部分集合族の研究

超分子ビルディングブロックを用いた水素結合高次階層型金属錯体集積体の構築

一般化された走化性方程式系の解構造の研究

薬剤の放出を蛍光で追跡するための多環状ホストの開発

狭ギャップ半導体の電子物性とスピン物性の基礎研究と工学的応用の検討

ファイバーコムを利用した広波長域・高分解能統合レーザー分光システムの開発と展開

社会性昆虫クロオオアリの巣仲間認識機構の神経生物学的研究

水系刺激応答性ポリマー鎖間に働く疎水性相互作用の分子制御

熱帯域雲気候データベースの構築およびそれを用いた大規模雲活動の解析

脊椎動物における嘴の機能と進化

炭素－炭素結合形成を鍵反応とするグラフェン型分子の合成法開拓と分子素子開発

準周期構造を利用したトポロジカルスピン波デバイスの開発

細胞内シグナル伝達の一過的な制御を目指した新規RNA変異導入技術の開発と応用

離散曲線の変形とその応用

共形平坦な超曲面の双対性と変換の研究

マイクロ・ナノスケール繰り返し往復すべりの摩擦・磨耗特性

環境負荷の低減と高耐震性を目指した鋼・コンクリート混合構造骨組の柱梁接合部の開発

竹チップの吸水性に着目した高含水比粘性土の地盤改良技術の開発

階層構造とアクセス方式を同時に改善するメモリシステムの研究

市街地活性化事業の波及効果を導く目標指標と計画手法・波及メカニズムの実践的検討

個々の有機分子を自己組織的に配列させた超高密度記録媒体の試作

最終処分場における焼却残渣の土壌還元化促進技術とその生物学的評価指標の確立

原子レベル平坦ナノ積層膜による強誘電トンネル効果の解明と新規メモリ素子の実現

超音波を併用した超臨界二酸化炭素による再生医療用材料の創製

有明海再生を可能にするフルボ酸鉄シリカ資材による干潟浄化実証研究

公共複合施設における運用段階の機能変更の検証と長期利用空間モデルの構築

火山噴火史情報の収集と共有のための利用者参加型データベースシステムの構築

身体活動促進のための近隣環境のWalk-Ability に関する研究

SLC41輸送体群によるMg2+制御機構とその破綻に基づく病態機序

アデノウイルス眼感染症の治療薬剤の開発と臨床への導入法に関する研究

地域虚弱高齢者の認知機能にポジティブ情動をもたらす運動・ケアプログラムの開発

地域在住高齢者のレジリエンス・トレーニングのプログラム開発に関する研究

HDLによる新規動脈硬化症診断・治療のトランスレーショナルサイエンスの実践

可視化したバイオマーカー指標を用いた喫煙妊産婦への禁煙支援介入効果の検証

高齢者が社会の新たな担い手として活躍する都市型高齢者社会貢献システムモデルの構築

細胞診による中皮腫診断に関する研究：p16 FISHと免疫染色による腫瘍性の確認

重症未熟児網膜症に対するラニビズマブ（ルセンティス）眼内注射後の長期経過

人間関係形成の視座から開発する住民主体の子育て支援プログラムに関する研究

高TG、低HDL血症を中心とした脂質異常症関連遺伝子解析

気になる子どもを含む発達障がい児の外来受診時における包括的支援プログラム開発

造血幹細胞の自己複製と分化の制御機構の解明とその再生医療への応用のための基盤研究

術前運動療法による術後心機能･認知機能低下の予防効果

大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折の予後規定因子の解析と予防法の構築

肝Dual-energy CTの新たな臨床応用：平衡相データを用いた肝線維化診断

変異リアノジン受容体のカルシウム漏れによる心室頻拍：催不整脈性のインビトロ再構成

がんサバイバーの“睡眠の質”を改善する身体活動プログラムの開発

協働的パートナーシップによる冠動脈バイパス術後のセルフケア支援プログラムの開発

ミトコンドリアCa2+輸送システムの血管機能制御と病態形成における役割の解明

新しい動脈硬化診断指標：HDL機能測定の確立と臨床意義の解明

変異KRASが制御する微小環境と発癌分子機構の解明

在宅で暮らす認知症の人の介護者支援のためのガイドライン開発

心筋細胞膜不安定化におけるG蛋白共役型受容体構造変化と機能解析ー心保護薬への影響

がん化学療法における口腔粘膜炎予防のための介入プログラムの開発と検証

TRPA1チャネルを標的とした消化管狭窄治療薬のin vivoスクリーニング

中等度認知症高齢者の家族のためのレスパイトケアモデルの開発に向けた基礎的研究

膵臓癌特異的な微小環境構築能に対する変異KRAS関連シグナル阻害剤の開発

超音波感受性物質内封ナノリポソームを用いた非侵襲的がん超音波力学療法の実用化研究

がんとその周辺微小環境を包括的に制御する高効率光免疫療法の確立

赤血球系細胞分化における転写制御因子ＺＦＡＴの機能解析

浸透圧感受性TRPチャネルの活性化分子機構とその生理的役割の解明

乳幼児突然死の原因究明にむけて：遺伝的背景の検討と新たな遺伝子診断法の開発
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小田 信行

川田 知

仙葉 隆

林田 修

眞砂 卓史

御園 雅俊

横張 文男

勝本 之晶

西 憲敬

田上 響

長洞 記嘉

中山 和之

福田 将虎

松浦 望

陶山 芳彦

遠藤 正浩

堺 純一

佐藤 研一

佐藤 寿倫

柴田 久

鈴木 孝将

田中 綾子

西田 貴司

三島 健司

渡辺 亮一

池添 昌幸

高橋 伸弥

宮崎 慎也

岩本 隆宏

内尾 英一

木村 裕美

久木原 博子

朔 啓二郎

塚原 ひとみ

中嶋 恵美子

鍋島 一樹

林 英之

原田 春美

松永 彰

宮城 由美子

安永 晋一郎

山浦 健

山本 卓明

吉満 研吾

上原 明

浦 綾子

緒方 久美子

喜多 紗斗美

瀬川 波子

角田 俊之

馬場 みちえ

三浦 伸一郎

吉川 千鶴子

倉原（海） 琳

坂梨 左織

佐々木 隆光

芝口 浩智

白須 直人

土井 佳子

沼田 朋大

松末 綾

エレクトロマグノン過程に伴うスピン波スピン流の生成理論

微小管内にある不均一構造の動的変化の観察と機能の解析

日韓交渉の考古学―古墳時代―

次世代手法でのノックインラットと人工患者iPS細胞を用いたてんかんの分子治療開発

健康寿命延伸と介護予防に寄与する運動プロトコールの開発とシステム構築

ベルクソン『物質と記憶』の総合的研究―国際協働を型とする西洋哲学研究の確立

平均曲率型フローに現れる特異点の幾何構造の解明

南極成層圏の宇宙塵・極成層圏雲とエアロゾル循環

南極沿岸域の炭素質エアロゾル：低中緯度域からの輸送とその起源

大食細胞への微粒子の付着・取込のメカニズム解明と制御技術の開発

一般住民において腸内細菌叢が潜在性動脈硬化の進展におよぼす影響

心房細動発生機序におけるTRPMファミリーの役割の多階層解析

生活習慣病発症、治療基盤としてのアンドロゲン、SARMに関する包括的研究

骨格筋糖取り込みを高める栄養・運動処方に関する基礎研究　－ビタミンDに着目して－

エピジェネティック修飾を介する骨格筋糖代謝の分子適応機構の解明

アスリートの『観るチカラ』の不思議に迫る－注視点揺動による視覚情報方略の解明－

高エネルギー物質を用いたイオン液体推進剤の調製とエネルギー発生特性解析

地域における里親支援強化のための行政保健師教育プログラムの開発

体育授業における効果的な話し合い活動の在り方

Canadian Raising-Evidence for or against Rule Ordering

移民ドイツ社会をつなぐ教育支援

脳梗塞治療における血栓溶解療法適応マーカーの探索

削除現象と比較に関する言語心理学的研究―統語論と意味論の実証を目指して

17世紀ローマ美術における美術通(Intendenti)と庶民(Volgo)

太平洋戦争下の朝鮮人詩人たちの詩と日本

学校の教育力向上に資する教員の自主性・自律性の展開構造に関する国際比較研究

伝統と個人のオリジナリティ：文学的所有権の意識とオリジナリティの諸相

現代中国における葬儀からみた「人」のあり方に関する社会人類学的研究

シェイクスピア演劇とエリザベス朝・ジェイムズ朝の説教との比較文献学研究

重度・重複障害児における共同注意・要求行動の発達とその支援に関する研究

戦間期ベルリンにおける＜共＞とクィアの交錯―Ｍ・ヒルシュフェルトを中心に

英語多音節語句のプロソディック分析

専門学校教員の「職業的アイデンティティ」‐「役割認識・専門性認識」に着目して

一般人対象銃撃事件捜査への行動科学的支援

アメリカにおける教員養成と教員採用の相互関係の実相

複合動詞の習得における母語の影響の解明：中国語・韓国語・英語母語話者を対象に

フィッツジェラルド文学から読み解く人種と結婚のポリティクス

「学校認知英文法」構築のための構文教授法の開発：認知言語学の観点から

近代家族の解体から愛・性・家族の哲学的基盤の構築へ―変容する身体性を核として

母国語の文法構造とそれがもたらす英文法学習の影響と遅延

戦前の日中美術交流に果たした台湾画家の役割ーーー東アジア美術の視座から

第三帝国における「衣料ユダヤ人」宣伝と経済の脱ユダヤ化

格付機関の民事責任規制の体系的考察

原子力政策の民主的コントロール－欧州統合と地方自治の観点からの中欧四カ国比較研究

為替レートと国内物価の相互依存および構造変化-多変量時系列分析による実証研究

学歴とスキルのミスマッチが仕事の満足度と賃金に与える影響

不良債権と不動産バブルの日米中の実証と理論研究

社会的選択規則の虚偽申告防止性能に関する新基準の可能性

インド在来型工業都市のビジネスネットワーク

小規模企業の管理会計システムの設計と導入・定着メカニズムに関する研究
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宮原 慎

香月 美穂

武末 純一

廣瀨 伸一

田中 宏暁

平井 靖史

成瀬 慶明

林 政彦

原 圭一郎

新戸 浩幸

有馬 久富

井上 隆司

柳瀬 敏彦

川中 健太郎

檜垣 靖樹

今村 律子

松永 浩貴

池田 佐知子

栗田 昇平

劉 莎

伊藤 亜希子

中野 貴文

伊藤 益代

浦上 雅司

熊木 勉

髙妻 紳二郎

園田 暁子

田村 和彦

鶴田 学

徳永 豊

星乃 治彦

山田 英二

植上 一希

大上 渉

佐藤 仁

庄村（一瀬） 陽子

高橋 美知子

長 加奈子

宮野 真生子

毛利 史生

羽田 ジェシカ

山本 達夫

久保 寛展

東原 正明

栗田 高光

玉田 桂子

万 軍民

佐藤 伸

石上 悦朗

飛田 努

越境汚染大気と都市大気の混合過程解明のためのリモートセンシング観測手法の高度化

超巨大天文データからなる全天アーカイブをHadoopにより超低費用で実現する研究

強磁性絶縁体を用いたゲルマニウム中への純スピン流生成技術の開発

毒ヘビ神経毒を標的とした咬傷治療薬創製の基盤研究

非同期ニューラルネットワークによるノイズ無し確率共鳴

光合成反応中心の進化を構造から探る

非線形偏微分方程式の粘性解と微分ゲーム理論による手法

嗅覚情報の並行処理における触角葉局所介在ニューロンの役割

時空間無線環境に応じた周波数利活用コグニティブ無線システムの研究

時間遅延フィードバックを有するシステムを用いた情報処理の性能向上

革新的なずれ止めを用いた鋼コンクリート接合部の開発および構造性能評価法の構築

3次元空間で操作可能な3Dタッチパネルの開発

施工の安全性を考慮したポンプ圧送性簡易評価システムの提案

概周期運動に対する高効率なパワーアシスト制御法の確立

石炭灰を用いた地盤材料の耐久性評価手法及び環境安全品質管理手法の確立

黒鉛の特異な水素吸蔵能力を利用したき裂進展特性の解明と耐水素用最適鋳鉄組織の確立

子どもの安全な移動環境と路上活動機会を確保した住区への再設計

アポA-I模倣ペプチドによる末梢動脈疾患の多面的治療戦略

心筋ミトコンドリアCa2+輸送異常に基づく心不全発症機序の解明

室内空気中エタノール濃度からみた「受動飲酒」の実態とその対策に関する研究

「小1の壁」問題に直面した看護職員のストレッサーと就業継続困難となったプロセス

肺炎クラミジアに利用されるマクロファージの分化と脂質代謝のメカニズムを解明する

ミトコンドリア分裂阻害剤の探索と作用機序の解明

地域包括支援センター保健師の専門的職業能力強化のための教育プログラムの開発

うつ病患者の血清及び脳脊髄液中におけるリゾホスファチジン酸の定量解析

CRPSモデルラットにおけるTNF-α阻害薬の低用量局所静脈内投与の検討

インフォームドコンセントに関わる看護師のための教育プログラム開発

CD11b陽性細胞集団による重症虚血肢の血流改善効果の検討

中高年女性における尿失禁予防のための内臓脂肪型肥満改善プログラムの開発

Dravet症候群のiPS細胞モデルにおける治療標的の選定と創薬基盤研究

低浸透圧条件下におけるバソプレシンの分泌抑制メカニズムの解明

慢性閉塞性肺疾患における禁煙補助薬バレニクリンによる心血管イベント発症機序

腸内代謝モデル組み込み活性評価システムと肝庇護物質の天然素材からの創薬

ステロイド誘起性うつ病における病態実験モデル構築と治療薬の評価

難治性がん治療薬RCAS1遺伝子標的siRNA-PLGAハイブリッドミセルの開発

非アルコール性脂肪肝疾患に対する新規ビタミンEエステル型プロドラッグの効果

短距離疾走速度と接地パラメータの関係とトレーナビリティ

ビタミンDと運動が骨格筋ミトコンドリア新生ならびに品質管理機能に及ぼす影響

経皮的冠動脈形成術の中長期的治療成績に関与する因子の検討

光脳機能イメージングによるパーキンソン病に対する脳深部刺激療法効果発現機序の解明

多系統萎縮症の自然史調査と病気の進行・突然死に寄与するバイオマーカーの探索

Perry症候群の病態解明研究

糖尿病・肥満予防に対する有効な運動タイミングの探索

互助組織の社会経済的機能の変遷と現代的役割に関する比較社会学的研究

インドネシア・バリ島のカルデラ活動と地熱資源ポテンシャル評価

X線を用いるエアロゾル液滴のミクロ構造解析装置の開発とその応用

脾臓が誘導する移植膵島の再生機構

HB-EGF標的治療薬適応のコンパニオン診断薬作製を目指した遺伝子探索

マルチメッセンジャー天文学から迫る高密度爆発天体現象の理論的解明

Perry病診断基準の確立

副腎ホルモン産生異常に関する調査研究

高性能・高耐久性リサイクルプラスチック創製のための再生技術に関する基礎研究
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高島 久洋

江口 智士

笠原 健司

塩井（青木） 成留実

保坂 亮介

武藤 梨沙

柳 青

渡邉 英博

太田 真衣

菅野 円隆

田中 照久

辻 聡史

橋本 紳一郎

畑田 和良

藤川 拓朗

松尾 尚

吉城 秀治

今泉 聡

田頭 秀章

辻 雅善

池田 智

伊藤 竜太

栗原 悠介

古賀 佳代子

後藤 玲央

柴田 志保

田島 康子

西中村 瞳

西村 和美

田中 泰圭

佐藤 かお理

古賀 允久

土橋 良太

寺田 一樹

櫨川 舞

渡瀬 大輔

樋口 沙希重

羅 成圭

池 周而

森下 登史

藤岡 伸助

三嶋 崇靖

畑本 陽一

辰己 佳寿子

田口 幸洋

山口 敏男

小玉 正太

宮本 新吾

固武 慶

坪井 義夫

柳瀬 敏彦

八尾 滋

脳梗塞発症後のマクロファージ活性化とその制御による脳保護作用

久山町一般住民におけるむずむず脚症候群と脳心血管病についての検討

周期性四肢疼痛に関わる新規遺伝子の機能解析と創薬への応用

細胞移植によるステロイドホルモン補充についての検討

乳酸菌由来DNAの腸管における抗炎症作用に関する研究

慢性閉塞性肺疾患による脳ペリサイトを起点とした血液脳関門病変化と薬剤中枢性副作用

ペプチド・タンパクへの選択性に焦点を当てたフルオラス・分析化学の新機軸

偏食が情動行動に与える影響：大麻受容体の役割

フルオラス相互作用を利用した反応性代謝物の選択的トラッピング同定法の開発

遺伝性乳癌のスプライシング改変による新たな治療法をめざす

サーチュインを標的とする新規低分子化合物による白血病治療法の開発

脳ペリサイトを基軸としたαシヌクレインによる血液脳関門－脳神経の連動的障害発現

リン脂質への選択性を飛躍的に向上した抽出法の開発とターゲットリピドミクスへの応用

プロテオミクスを利用した脳特異的アロマターゼ遺伝子発現を制御するタンパク質の解析

疼痛慢性化に伴う両側帯状回の活性化機構および下降性疼痛抑制系調節機構の解明

尿酸－Ｐ２Ｘ７受容体－ＧＳＫ３β経路によるパーキンソン病の発症・進展制御機構

パーフルオロ化合物を対象とした超特異的フルオラスＬＣ計測法の開発と応用研究

人工プリオンを用いたプリオン病感染因子の解明

組織特異的 non-coding RNA が制御する癌の病態形成メカニズムの解析

神経栄養因子様作用を有する漢方薬・抑肝散の神経変性に対する有効性の検証

蚊の吸血行動を抑制する微生物製剤の創出

肥満症による末梢慢性炎症の脳内伝播過程において「鍵」となる脳ペリサイトの病変化

ボールゲームプレーヤーの知覚・認知能力トレーニングの開発および検討

麻黄湯によるオートファジー機能強化を介したウイルス感染防御

移植膵島障害におけるHMGB1とmiRNA375の相互作用の解析

嚥下圧と舌圧を用いた神経筋疾患患者の嚥下機能評価に関する研究

食塩依存性高血圧における肥満細胞キマーゼの役割解明

川崎病急性期新治療薬「シアル化Fc製剤」の開発

ジオパークを拠点とする市民参加型の地質データの収集とその応用

日本人大学生の明示的・暗示的英語知識の測定：わからないのか使えないのか

アメリカ文学における科学技術とヒューマン・アイデンティティの変容

ヘルペスウイルス潜伏感染マウスモデルを用いたアルツハイマー型認知症発症機構の解析

残渣物主体の埋立地における安定化の評価手法に関する研究

日本版メンタルヘルス・ファシリテーター（MHF）プログラムによる被災者支援の効果

災害被災地における集落点検手法の応用を通じた相互多重型支援に関する実践研究

黄砂・PM2.5とアレルギー性結膜炎の理学・医学統合研究

mRNA配列中のシュードウリジンの生理的意義の解明

ミツバチの尻振りダンスに符号化されたベクトル情報統合の神経機構

iPS細胞由来の神経移植で難治性てんかんを治療する

CD36を標的としたがん治療の創薬開発

訪問看護師への自閉症を有する人の支援に関する多職種型教育プログラムの構築

インスリンと運動が脳の血糖取り込みに及ぼす影響

骨格筋細胞における核とミトコンドリアの共遊走機構の解明

黄砂の物理・化学・生物的諸特性とアレルギー性結膜炎の病態の関係解明

琉球語宮古島北部方言の研究

19世紀末から20世紀初頭におけるエゴチズムの系譜－バレスとプルーストを中心に

青少年の日常性を出発点とした異文化間教育―多文化社会ドイツの現実に学ぶ―

ヒューム道徳哲学の徳倫理学的再構成

ハンセン病経験者の自律と支援に関する社会学的実証研究

民主過程による先住民の権利保障の可能性―カナダの議論を参考にして―

現代型訴訟における証明困難の軽減

公的扶助の不正受給防止策における「受給者保護」の視角に関する比較法的研究

無体的財貨に対する法的規律のあり方

公平性を中心とした集団的意思決定における配分・評価の理論分析

近代中国の品質マネジメントシステムと制度設計に関する実証研究

日本本土空襲前後の重層的データを用いた社会資本が政治参加に与える影響の因果分析

行政機関の情報公開と公開情報活用による教育政策評価

卸売業者の効率性に関する理論的・実証的研究

途上国の地方行政組織と企業及びCSR関連組織の協働プロセスに関する動態的研究

ケーラー・アインシュタイン計量の双有理幾何学的研究

医学部

医学部

医学部

医学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

薬学部

スポーツ科学部

福岡大学病院

福岡大学病院

福岡大学病院

筑紫病院

筑紫病院

総合情報処理センター

言語教育研究センター

国際センター

アニマルセンター

環境保全センター

人文学部

経済学部

理学部

理学部

理学部

医学部

医学部

医学部

スポーツ科学部

スポーツ科学部

福岡から診る大気環境研究所

人文学部

人文学部

人文学部

人文学部

人文学部

法学部

法学部

法学部

法学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

商学部

商学部

理学部

講 師

講 師

助 教

助 教

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

講 師

講 師

助 教

助 教

助 教

教 授

教 授

講 師

講 師

教 授

講 師

教 授

外国語講師

講 師

准 教 授

教 授

准 教 授

教 授

教 授

准 教 授

助 教

教 授

教 授

准 教 授

教 授

教 授

ポスト・ドクター

准 教 授

准 教 授

講 師

講 師

講 師

准 教 授

准 教 授

准 教 授

講 師

准 教 授

准 教 授

准 教 授

講 師

准 教 授

講 師

教 授

八木 謙次

吉村 力

奥田 裕子

田中 智子

鹿志毛 信広

片岡 泰文

能田 均

三島 健一

山口 政俊

大江 賢治

小迫 知弘

道具 伸也

巴山 忠

本田 伸一郎

右田 啓介

山内 淳史

吉田 秀幸

佐野 和憲

安河内 友世

窪田 香織

佐藤 朝光

髙田 芙友子

下園 博信

鍋島 茂樹

伊東 威

梅本 丈二

浦田 秀則

吉兼 由佳子

奥村 勝

徳永 美紀

新田 よしみ

田中 聖一

柳瀬 龍二

長江 信和

辰己 佳寿子

林 政彦

弟子丸 正伸

藍 浩之

廣瀨 伸一

宮本 新吾

中島 充代

川中 健太郎

檜垣 靖樹

西田 千春

衣畑 智秀

鈴木 隆美

伊藤 亜希子

林 誓雄

本多 康生

守谷 賢輔

安井 英俊

山下 慎一

谷川 和幸

近郷 匠

瀬戸林 政孝

原田 勝孝

中村 亮介

杉本 宏幸

石井 梨紗子

佐野 友二

課題名
研究種目名・所属 代表者名資 格

独立行政法人日本学術振興会

新学術領域研究
【科研費（補助金分）】

基盤研究（C）
【科研費（基金分）】

平成28年度

基盤研究（Ａ）

基盤研究（B）

若手研究（A）

研究成果公開促進費（学術図書）

奨励研究

研究活動スタート支援

厚生労働科学研究費補助金
厚生労働省

環境研究総合推進費補助金
環境省

挑戦的萌芽研究

若手研究（Ｂ）

平成28年度科研費について、次のとおり採択されました。

若手研究（A）

基盤研究（B）
【科研費（一部基金分）】

（平成28年7月31日現在　交付決定通知分のみ）



　

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、築
50
年
を
経
過

し
て
い
る
第
一
記
念
会
堂
な
ら
び
に
4
号
館
の
建
て
替
え
と

し
て
、福
岡
大
学
総
合
体
育
館
と
新
工
学
部
棟
（
仮
称
）の
建

設
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
2
つ
の
建
物
の
建
設
資
金
の
一
部
に
充
当
し
、教
育
・

研
究
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
に
「
福
岡
大
学
新
体
育
館
・

工
学
部
棟
建
設
募
金
」と
し
て
平
成
27
年
7
月
か
ら
募
金
活

動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、卒
業
生
、保
護

者
、地
域
、教
職
員
等
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
を
目
指
し
、本
学

の
理
解
者
・
協
力
者
を
増
や
す
活
動
と
位
置
付
け
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
も
と
、誠
に
恐
縮
に
は
存
じ

ま
す
が
、何
と
ぞ
本
学
の
意
を
ご
賢
察
く
だ
さ
り
、募
金
活
動

に
ご
協
力
、ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
福
岡
大
学
新
体
育
館
・

　

工
学
部
棟
建
設
募
金

　

 

（
平
成
27
年
7
月
〜
平
成
30
年
3
月
）

　

福
大
生
サ
ポ
ー
ト
募
金
は
「
本
学
の
学
生
に
対
す
る
全
人

教
育
の
推
進
、豊
か
な
学
生
生
活
の
形
成
を
支
援
す
る
制
度
」

と
し
て
、在
学
生
、卒
業
生
、保
護
者
、大
学
の
相
互
の
絆
を

よ
り
一
層
強
め
る
と
と
も
に
、本
学
独
自
の
寄
付
文
化
の
醸

成
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、平
成
23
年
6
月
か
ら
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
募
金
は
金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、末
永
く
継
続
的

に
ご
支
援
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
賛
同
・ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
28
年
度
か
ら
寄
付
金
の
使
途
と
し
て
、新
入
生

の
経
済
的
支
援
を
目
的
と
し
た
「
七
隈
の
杜 

給
付
奨
学
金
」

を
加
え
ま
し
た
。詳
細
は
、募
金
趣
意
書
ま
た
は
「
募
金
の
ご

案
内
」ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
福
大
生
サ
ポ
ー
ト
募
金（
恒
常
募
金
）

　

現
在
、福
岡
大
学
で
は
大
き
く
2
つ
の
募
金
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
方
か
ら
、任
意
の
ご
寄
付
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
大
な
る
ご
協
力
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。こ
こ
に
、ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を
左
記
要
領
の
と
お
り

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使途
平成28年3月まで
の寄付金額（円）

学生海外大学派遣プログラム 
学生スポーツ強化 
福大生ステップアッププログラム
その他、学生支援事業

　1,280,700 
1,964,200 
1,274,200 
27,397,154 
43,125,659 

0【新規】七隈の杜給付奨学金

平成28年4月～6月
寄付金額（円）

33,400 
18,400 
23,400 

2,092,141 
2,555,741 

0 0

11,209,405 388,400 11,597,805 

寄付金累計額（円）

1,314,100 
1,982,600 
1,297,600 
29,489,295 
45,681,400 

■寄付金受入状況【使途別】 平成28年6月30日現在

経済的困窮学生に
対する給費奨学金

合計

募金対象者
平成27年12月まで
の寄付金額（円）

平成28年1月～6月
寄付金額（円）

卒業生
在学生の保護者
職員・役員
企業等法人
その他

6,107,000 
5,624,000 
9,269,000 
23,040,000 
1,060,000 
45,100,000 

1,354,000 
483,000 
4,751,000 
11,200,000 
50,000 

17,838,000 

寄付金累計額（円）

7,461,000 
6,107,000 
14,020,000 
34,240,000 
1,110,000 
62,938,000 

■寄付金受入状況【募金対象者別】 平成28年6月30日現在

合計

卒
業
生

そ
の
他

片
岡　

 

宜
行 

様

（
二
十
三
万
円
）

坂
口　

 

敏
幸 

様

（
二
十
三
万
円
）

山
村　

 

昌
次 

様

（
二
十
万
円
）

井
手　

 

俊
輔 

様

（
十
八
万
円
）

志
渡
澤　

 

登 

様

（
二
十
二
万
円
）

田
中 

香
奈
子 

様

本
田　

 

知
宏 

様

匿　
　
　

 

名 

様

（
四
十
七
万
千
円
）

岳　

 　

弘
司 

様

（
九
万
円
）

匿　
　

 　

名 

様

三
村　

 

正
彦 

様

阿
部　

 

嘉
礼 

様

浦　

 　

綾
子 

様

堀
田　

 

幹
子 

様

久
我　

 

秀
一 

様

（
四
万
七
千
円
）

匿　
　

 　

名 

様

（
七
万
四
千
円
）

池
田　

 

雅
文 

様

（
十
二
万
円
）

假
野　

 

陽
介 

様

塚
本　
　

 

忠 

様

中
川　

 

誠
士 

様

中
島　

 

裕
之 

様

匿　
　
　

 

名 

様

（
十
一
万
円
）

松
本　

 

祐
一 

様

（
九
万
円
）

南　
　

 

秀
明 

様

（
六
万
円
）

■
六
万
円

■
五
万
円

■
三
万
九
千
円

■
三
万
円

■
二
万
円

■
一
万
七
千
円

■
一
万
円

村
田　

 

愼
二 

様

（
三
十
万
円
）

塩
塚 

南
州
男 

様

柏
村　

 　

茜 

様

関
根　

 

敏
子 

様

（
一
万
五
千
円
）

池
原　

 

保
行 

様

岡
本　

 

雅
弘 

様

久
保
田 

憲
二 

様

匿　
　
　

 

名 

様

田
嶋　

 

節
雄 

様

内　
　

 

清
次 

様

永
井 　

健
二 

様

中
川　

 

純
良 

様

（
三
万
円
）

仲
地 　

本
一 

様

中
畠　

 

秀
二 

様

中
村　

 

義
隆 

様

花
田　

 

慎
輔 

様

山
口　
　

 

修 

様

山
本　

 

繁
樹 

様

瀬
戸　

 

幸
典 

様

永
松　

 

み
き 

様

岡
﨑　

 　

明 

様

（
二
十
万
七
千
円
）

永
星　

 

浩
一 

様

■
六
万
円

■
一
万
円

■
一
万
円
未
満

■
五
万
円

■
二
万
円

■
一
万
円

■
一
万
円
未
満

■
十
万
四
千
円

■
十
万
円

在
学
生
の
保
護
者

■
一
万
円
未
満

■
百
万
円

■
八
万
七
百
四
十
一
円

■
十
万
円

職
員
・
役
員

（
退
職
者・学
外
理
事
等
を
含
む
）

福
大
生
サ
ポ
ー
ト
募
金（
掲
載
第
10
回
）

寄付者ご芳名一覧

本学に対し多大なるご寄付を賜り、深く感謝いたします。ここに、平成28年1月1日から
6月30日までの期間にご寄付をいただいた方々のご芳名を掲載させていただきます。

● 185,390,955円　福岡大学父母後援会 様
● 48,462,620円　　福岡大学附属大濠高等学校後援会 様
● 16,000,000円　　福岡大学附属若葉高等学校後援会 様
● 8,703,844円　　　福岡大学附属大濠中学校保護者会 様
● 2,880,000円　　福岡大学附属大濠高等学校同窓会 様
● 2,000,000円　　　匿名 様
● 1,000,000円　　 公益財団法人藍教育振興会 代表理事　田中 達也 様
● 500,000円　　　株式会社そうりん 代表取締役　藤井 富生 様
● 315,027円　　　 福岡大学附属大濠高等学校第63回卒業生 様
● 100,000円　　　　株式会社サンコンタクトレンズ 代表取締役 大橋 勲 様

● 校舎用大時計、武道場用演台、床置型ウォータークーラー2台
　平成27年度福岡大学附属若葉高等学校卒業生（379人）一同 様
● ワイヤレスアンプ 1台、ワイヤレスマイク 2本
　親の会みらい 平川 千佳 様
● 卒業生名簿楯、電子黒板機能付プロジェクター一式
　平成27年度福岡大学附属大濠中学校卒業生一同 様
● スポーツミラー 2台
　福岡大学スポーツ科学部 平成27年度卒業生一同 様

福岡大学への寄付者ご芳名一覧

募金に関する
お問い合わせ先 joseika@adm.fukuoka-u.ac.jpE-mailTEL 092-871-6631（代）内線 2371・2372 FAX 092-871-6813

http://www.fukuoka-u.ac.jp/福岡大学公式ウェブサイト （詳細は「募金のご案内」ページをご覧ください）

〒814-0180 福岡市城南区七隈八丁目19番1号福岡大学 財務部助成課

企
業
等
法
人

山
口　

 

千
利 

様

大
原　

 

正
紀 

様

鈩　
　

 

武
志 

様

玉
木　

 

志
穂 

様

築
後
谷 

幸
則 

様

友
池　

 

隆
文 

様

（
一
万
円
）

山
田　

 

達
典 

様

森
下　

 

義
明 

様

小
松　

 

公
秀 

様

阿
部　

 

敏
行 

様

匿　
　
　

 

名 

様

古
谷　

 

弘
美 

様

荒
木　

 

將
博 

様

伊
規
須  

耕
一 

様

池
田　

 

成
人 

様

石
田　

 

純
治 

様

伊
集
院　

 

寛 

様

泉　
　

 

賢
蔵 

様

井
野　

 

雅
則 

様

上
野　

 

健
司 

様

梅
崎　

 

孝
文 

様

金
本　

 

和
久 

様

（
三
万
円
）

川
本　
　

 

忠 

様

匿　
　
　

 

名 

様

嶋
村　

 
陽
子 

様

高
城　

 

敬
三 

様

田
中　

 

國
弘 
様

永
井　

 

健
二 

様

■
一
万
円
未
満

■
十
万
円

■
五
万
円

■
三
万
円

■
二
万
円

■
一
万
円

　

梅
野　

 

秀
明 

様

平
田　

 

竜
介 

様

石
田　

 

誠
幸 

様

匿　
　
　

 

名 

様

野
田　

 

守
洋 

様

福
村　

 

亮
太 

様

山
下　

 

興
次 

様

岩
重　

 

裕
太 

様

木
崎　

 

正
亮 

様

桑
野　

 

良
成 

様

西　
　

 

隆
義 

様

匿　
　
　

 

名 

様

（
五
万
円
）

福
田　

 

德
尚 

様

眞
鍋　

 

仁
輔 

様

安
藤　

 

純
章 

様

緒
方　

 

秀
一 

様

岡
田　

 

裕
子 

様

岡
本　

 
芳
明 

様

河
野　

 
忠
繁 

様

小
野 

正
志
朗 

様

関　
　

 

啓
司 
様

立
石　

 

保
利 

様

田
中　

 

勝
基 

様

近
本　

 

秀
徳 

様

中
村　

 

正
義 

様

野
中　

 

宣
道 

様

橋
本　

 

忠
志 

様

富
士
原　

 

進 

様

■
五
十
万
円

■
二
十
万
円

■
十
万
円

■
五
万
円

■
三
万
円

■
二
万
円

■
一
万
円

匿　
　
　

 

名 

様

畠
山　

 

隆
登 

様

藤
井　

 

正
弘 

様

本
多　

 

直
幸 

様

松
永 

由
美
子 

様

馬
見
塚 

量
治 

様

吉
田　

 

和
博 

様

吉
本　
　

 

武 

様

栗
林　

 

秀
幸 

様

藤
野　

 

淳
市 

様

山
口　

 

政
俊 

様

永
星　

 

浩
一 

様

砂
田　

 

太
士 

様

中
川　

 

誠
士 

様

花
野　

 

豊
子 

様

星
乃　

 

治
彦 

様

本
田　

 

知
宏 

様

山
村　

 

昌
次 

様

井
口　

 

紀
子 

様

川
口　

 

修
一 

様

菊
池　

 

孝
志 

様

匿　
　
　

名 

様

中
原　
　

 

一 

様

深
水　

 

一
敏 

様

飯
窪　

 

伸
子 

様

石
坂　

 

耕
一 

様

江
藤　

 

俊
文 

様

大
木　
　

 

茂 

様

■
一
万
円
未
満

■
百
万
円

■
五
十
万
円

■
二
十
万
円

■
十
万
円

■
七
万
円

■
五
万
円

■
四
万
五
千
円

■
三
万
円

■
二
万
二
千
円

■
二
万
円

志
渡
澤　

 

登 

様

（
五
万
円
）

平
野　

 

純
子 

様

松
本　

 

祐
一 

様

（
四
万
円
）

濱
﨑　

 

弘
志 

様

（
二
万
四
千
円
）

久
我　

 

秀
一 

様

（
二
万
円
）

千
葉　

 

信
夫 

様

廣
木 

摩
理
勢 

様

深
江　

 

久
嗣 

様

一
般
社
団
法
人　
　
　

福
岡
大
学
同
窓
会　
　

　
　
　

有
信
会 

様
　

正
晃
株
式
会
社　
　
　

代
表
取
締
役　
　
　
　

印　
　

 

正
哉 

様

コ
ク
ヨ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社 

代
表
取
締
役

西
川　

 

弘
高 

様

株
式
会
社 

四
ツ
葉
ト
レ
イ
ド

代
表
取
締
役　
　
　
　

石
田　

 

誠
幸 

様

匿　
　
　

名 

様

■
一
万
四
千
円

■
一
万
円

■
一
千
万
円

■
百
万
円

■
十
万
円

■
五
万
円

福
岡
大
学
新
体
育
館
・
工
学
部
棟
建
設
募
金（
掲
載
第
2
回
）

卒
業
生

そ
の
他

在
学
生
の
保
護
者

職
員
・
役
員

（
退
職
者・学
外
理
事
等
を
含
む
）

企
業
等
法
人

使途
平成27年12月まで
の寄付金額（円）

福岡大学総合体育館建設 

新工学部棟（仮称）建設

使途指定なし

22,917,500 

18,304,500 

3,878,000 

平成28年1月～6月
寄付金額（円）

8,560,500 

9,052,500 

225,000 

寄付金累計額（円）

31,478,000 

27,357,000 

4,103,000 

■寄付金受入状況【使途別】 平成28年6月30日現在

合計 62,938,000 17,838,000 45,100,000 

募金対象者
平成28年3月まで
の寄付金額（円）

平成28年4月～6月
寄付金額（円）

卒業生

在学生の保護者

職員・役員

企業等法人

その他

10,792,969 

9,124,000 

9,141,162 

7,170,000 

6,897,528 

76,000 

200,000 

1,099,000 

1,080,741 

100,000 

寄付金累計額（円）

10,868,969 

9,324,000 

10,240,162 

8,250,741 

6,997,528 

■寄付金受入状況【募金対象者別】 平成28年6月30日現在

合計 45,681,400 2,555,741 43,125,659 

卒
業
生
、在
学
生
の
保
護
者
、職
員
・

役
員
、企
業
等
法
人
、そ
の
他
と
い
う

募
金
対
象
者
の
区
分
ご
と（
寄
付
金

額
の
多
い
順
、お
よ
び
ご
芳
名
は
五

十
音
順
）に
掲
載
し
ま
す
。

一
、分

割
で
の
払
い
込
み
の
方
は
、ご
芳

名
掲
載
期
間
中
に
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
た
金
額
と
、募
金
開
始
か
ら
の

累
計
寄
付
金
額
を（　

）で
掲
載
し

ま
す
。

一
、

※
同
じ
方
が
卒
業
生
、職
員
等
別
々
の
立
場
で
ご

寄
付
を
さ
れ
た
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
欄
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※〈
減
税
措
置
に
つ
い
て
〉

　

福
岡
大
学
に
対
す
る
寄
付
金
は
、原
則
と
し

て
、個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
寄
付
金
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。詳
細
は
、募
金
趣
意
書
ま
た

は「
募
金
の
ご
案
内
」ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

本
号
で
は
、平
成
28
年
1
月
1
日

か
ら
平
成
28
年
6
月
30
日
ま
で（
新

体
育
館
・
工
学
部
棟
建
設
募
金
）、

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
28

年
6
月
30
日（
福
大
生
サ
ポ
ー
ト
募

金
）ま
で
の
寄
付
者
の
ご
芳
名
を
掲

載
し
ま
す
。

一
、

岡
﨑　

 　

明 

様

（
十
万
円
）

下
川　

 　

修 

様
　

田
邊　

 　

剛 

様

谷
口　

 

義
和 

様

塚
﨑　

 

信
幸 

様

永
島　

 　

徹 

様

中
島　

 　

学 

様

根
葉　

 

保
彦 

様

橋
口　

 

敦
子 

様

櫨
川　

 　

舞 

様

平
松　

 

信
康 

様

古
江　

 

美
保 

様

（
十
万
円
）

吉
国　

 

宣
幸 

様

池
田　

 

健
一 

様

浦
川　

 

義
信 

様

（
六
万
円
）

柿
山　

 

哲
治 

様

比
嘉　

 

正
毅 

様

（
六
万
円
）

廣
重　

 

法
道 

様

坂
上　

 

謙
二 

様

（
四
万
円
）

池
田　

 

浩
人 

様

（
五
万
円
）

今
冨 

さ
ゆ
り 

様

大
熊 

健
太
郎 

様

（
六
万
円
）

黒
木　

 

貞
光 

様

本
村　

 

幸
隆 

様

（
二
万
円
）

山
田 

あ
き
子 

様

吉
川 

千
鶴
子 

様

匿　
　
　

 

名 

様

（
四
万
二
千
円
）

加
茂　

 

愼
二 

様

（
十
六
万
千
円
）

川
野　

 　

耕 

様

（
一
万
五
千
円
）

坂
上　

 

謙
二 

様

（
二
万
千
円
）

坂
本　

 

桂
子 

様

匿　
　
　

 

名 

様

杉
尾　

 

千
草 

様

（
十
万
三
千
円
）

西　　

 　

子 

様

廣
木 

摩
理
勢 

様

（
四
千
円
）

光
藤　

 

利
通 

様

壬
生　

 

伸
子 

様

（
五
万
七
千
円
）

山
川　
　

 

稔 

様

（
六
千
円
）

一
般
社
団
法
人　
　
　

福
岡
大
学
同
窓
会　
　

　
　
　

有
信
会 

様

一
般
社
団
法
人　
　
　

福
岡
大
学
同
窓
会　
　

有
信
会
東
京
支
部　

様

匿　
　
　

名 

様

福岡大学総合体育館 新工学部棟（仮称）

■
寄
付
者
ご
芳
名

　

掲
載
要
領

● 主要用途：体育館施設、部室
● 着工：平成27年10月
● 竣工：平成29年2月予定

● 主要用途：電気工学科、電子情報工学科、
　ものづくり工房、地域多目的支援室等
● 着工：平成28年11月予定
● 竣工：平成30年2月予定

完成予想図 完成予想図



平成27年度  学校法人福岡大学収支決算

事業活動収支決算の概要（予算との比較）

※学校法人会計基準の改正に伴い、平成27年度から消費
収支計算書から事業活動収支計算書に変更となっています。

注：↑･･･増加を示す ↓･･･減少を示す

収入の部
↓私学事業団から交付される経常
費補助金の減少。

No.4 経常費等
　　補助金

↑有価証券の償還差益。No.26 資産売却差額 

支出の部
↓退職給与引当金繰入額の減少。No.9 人件費
↑固定資産の除却損および有価
　証券の償還差損。

No.29 資産処分
　　差額

・従来の帰属収支差額に相当するNo.34基本金
組入前当年度収支差額（No.40事業活動収入－
No.41事業活動支出）は、20億5,400万円の収
入超過となり、従来の帰属収支差額比率に相当
する事業活動収支差額比率（No.34基本金組入
前当年度収支差額÷No.40事業活動収入）は、
2.7％となっています。
・人件費比率（No.9人件費÷経常収入［No.8教育
活動収入＋No.20教育活動外収入］）は52.8％
となり、前年度より0.2ポイント高くなっています。

事業活動収支においては、20億5,400万円の収入超過となりました。
基本金組入額を49億9,900万円計上しました。

1

2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

△
△

△
△
△

△

△

（単位：千円）■ 平成27年度事業活動収支計算書（決算規模759億円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

収　

入

支　

出

収　

入

支　

出

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

収　

入

支　

出

特
別
収
支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 　 数 　 料
寄 　 付 　 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
医 療 収 入
雑 　 収 　 入
教 育 活 動 収 入 計
人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

徴 収 不 能 額 等
教 育 活 動 支 出 計
教育活動収支差額（8-16）
受 取 利 息 ･ 配 当 金
その他の教育活動外収入
教 育 活 動 外 収 入 計
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
教 育 活 動 外 支 出 計
教育活動外収支差額（20-23）
経常収支差額（17+24）
資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
特 別 収 入 計
資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
特 別 支 出 計
特別収支差額（28-31）

基本金組入前当年度収支差額（25+32-33）
基 本 金 組 入 額 合 計
当年度収支差額（3 4 + 3 5）
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
基 本 金 取 崩 額
翌年度繰越収支差額（36+37+38）
事業活動収入計（8+20+28）
事業活動支出計（16+23+31+33）

26,620,158
1,393,797
849,369
5,358,268
999,135

36,251,206
1,705,157
73,177,090
39,635,685

31,166,842

3,051,794

38,921,995

31,196,511

3,035,929

713,690

29,669

 15,865

563,285
0

563,285
176,202

0
176,202
387,083
290,148

787,739
35,000
822,739
174,801

0
174,801
647,938
427,470

224,454
35,000
259,454
 1,401

0
 1,401
260,855
717,618

（400,782）
 

（198,641）

（△10,443）

26,538,266
1,417,363
867,259
4,952,953
1,151,435
36,284,480
1,731,094
72,942,850

81,892
23,566
17,890
405,315
152,300
33,274
25,937
234,240

73,854,321
0

677,231
691,003
8,883

456,763
73,163,318

8,883

220,468

0
443,301
443,301

1,581,395
513,207
2,094,602

1,581,395
69,906

1,651,301
400,183
67,658
467,841

400,183
64,330
464,513

（2,711,816）

（6,182,729）

（384,990）

（2,311,034）

（5,984,088）

（395,433）

(うち退職給与引当金繰入額)

(うち減価償却額)

(うち減価償却額)

0
3,328
3,328

1,626,761439,973

2,054,231
4,999,035
2,944,804
13,899,918

25,656
16,819,066
75,860,191
73,805,960

94,832
 6,806,037
6,711,205
17,362,232

 0
24,073,437
74,183,676
74,088,844

1,186,788

1,959,399
1,807,002
3,766,401
3,462,314
25,656

7,254,371
1,676,515
282,884

経常的な収支のうち、財
務活動の収支を見るこ
とができ、27年度は6億
4,800万円の収入超過
となりました。予算に対
して受取利息・配当金
が2億2,400万円増加
しました。

毎年度の収支バランス
を見ることができ、従
来の帰属収支差額です。
27年度は20億5,400
万円の収入超過となり
ました。

基本金組入前当年度収
支差額から基本金組入
額を控除したものです。
27年度は29億4,500
万円の支出超過となり
ました。

△
△
△

△
△
△
△
△
△
△
△

△
△
△
△
△
△
△

△

△
△
△

△

△ △

△

△
△
△

△

良好な教育・研究・医療環
境を維持するための施設・
設備等の額であり、予算に
対して設備関係支出が減少
したことにより減少しました。

経常的な収支バランスを
見ることができ、27年度は
4億2,700万円の収入超
過となりました。

資産売却や施設・設備関係
の補助金等の臨時的な収支
を見ることができ、27年度は
16億2,700万円の収入超
過となりました。資産売却差
額として15億8,100万円を
計上しました。

経常的な収支のうち、本業
の教育活動の収支を見る
ことができ、27年度は2億
2,000万円の支出超過と
なりました。予算に対して人
件費が7億1,400万円減
少しました。

（予算との比較）資金収支決算の概要
注：↑･･･増加を示す ↓･･･減少を示す

（資金収支規模と翌年度繰越支払資金）
・資金収支決算の合計は1,273億円で、前年比81
億200万円の財政規模拡大となっています。
・資金収支のてん末としての翌年度繰越支払資金
は151億円で、前年比4億2,700万円の減少と
なっています。

収入の部
↓私学事業団から交付される経常
費補助金および建物の耐震化
に係る補助金の減少。

No.4 補助金収入

↑有価証券の満期および早期償
還による。

No.5 資産売却
　　収入

↑税金等の預り金の増加。No.11 その他の収入 

支出の部
↓教育研究用機器備品支出の
　未執行による。

No.21 設備関係
　　支出

↑有価証券の購入および各種特
定資産への繰り入れによる。

No.22 資産運用
　　支出

↑税金等の預り金の増加。No.23 その他の支出

（注）［予備費］は未使用額を表し、（　）内の金額は使用額を示す。

科　　目 予　　　算 決　　　算 
収　入　の　部

差　　異
翌年度に入学予定の学
生生徒等から受け入れ
る授業料や入学金など
です。

26,620,158
1,393,797
849,369
5,801,569

0
999,135

36,251,206
563,285
1,705,157
5,164,930
26,015,741
12,919,594
15,489,603
107,934,356

26,538,266
1,417,363
927,773
5,285,029
18,578,087
1,186,435
36,284,480
787,739
1,741,620
5,396,115

 27,256,786
13,658,083
15,564,252
127,305,862

81,892
 23,566
78,404
516,540

18,578,087
187,300
33,274
224,454
36,463
231,185
1,241,045
738,489
74,649

19,371,506

支　出　の　部

より良い教育研究サービス
を提供するために資産を積み
立てるための支出などです。

土地、建物、構築物などを取
得するための支出です。

教職員に支払われる給与な
どのことです。

・長期、短期の貸付金の回収額
・税金等の預り金受入額
・特定の目的のために積み立て
た資産を取崩した場合の収入額

39,366,644
24,984,113
2,670,132
176,202
568,230
2,229,000
5,181,148
5,147,111
17,576,343

5,171,833
15,178,462
107,934,356

39,015,066
25,216,779
2,708,002
174,801
568,230
1,744,463
4,663,167
24,110,712
19,420,691

351,578
232,666
37,870
 1,401

0
484,537
517,981

18,963,601
1,844,348

281,334
41,344

19,371,506

（単位：千円）

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 売 却 収 入
付随事業・収益事業収入
医 療 収 入
受取利息・配当金収入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収 入調整 勘定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

人 件 費 支 出
教育研究経費支出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出

資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

科　　目 予　　　算 決　　　算 差　　異

△
△

△
△

△
△

△
△
△
△
△
△
△

△
△

△ △

△ △

（単位：千円）■ 平成27年度資金収支計算書（決算規模1,273億円）

支出として計上したが未
払となっているものや、
前払金支払支出として
前年度までに支払ってい
る経費を差し引くことに
より、資金の支出額を調
整するためのものです。

学生生徒等の教育・研
究・医療のために支出
する経費です。

総務、人事、財務、経理
等の業務に要する経費、
教職員の福利厚生のた
めの経費などです。

教育研究用の機器備品、
管理用の機器備品、図
書などを取得するための
支出です。

収入として計上したが未
収となっているものや、
前受金収入として前年
度までに既に受け入れて
いる収入を差し引くこと
により、資金の収入額を
調整するためのものです。

収入の3本柱

学生生徒等が納める授業
料や入学金などのこと。聴
講料や補講料も含みます。

国や地方公共団体などから
の助成金です。

福岡大学病院、筑紫病院の
医療収入です。　　

（注）［予備費］は未使用額を表し、（　）内の金額は使用額を示す。

△

54,99354,993
（282,318）

28,804
（311,196）

28,804
5,453,167
15,137,118
127,305,862 △

経常収入に対する比率

（医療経費19.4%を含む）

■ 経常収入

付随事業
収入1.6%

雑収入
2.3%

受取利息・配当金1.1%

その他の教育
活動外収入
0.0%

経常費等
補助金
6.7%

寄付金
1.2%

手数料
1.9%

学生生徒等
納付金36.0%医療収入

49.2%

■ 経常支出

人件費 
52.8%

教育研究
経費 
42.3%

管理経費 
4.1%

借入金等利息
0.2%

その他の教育
活動外支出
0.0%

※ 各科目の構成比率は経常収入を100％として表示しています。

①
福
岡
大
学
病
院
・
筑
紫
病
院

　
・
シ
ス
テ
ム
共
同
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
か
否

か
に
つ
い
て
の
検
討

　
・
高
額
医
療
機
器
の
価
格
に
つ
い
て
の
検
討（
他
病
院
か

ら
の
情
報
収
集
、両
病
院
の
共
同
購
入
に
よ
る
単
価
下

げ
な
ど
）

　
・
人
件
費
抑
制
策
に
関
す
る
協
議
・
連
携

②
事
務
備
品
等
の
調
達
窓
口
一
本
化

　
・
福
岡
大
学
サ
ー
ビ
ス
へ
の
業
務
委
託
の
検
討

　
・
卸
業
者
を
集
約
化
し
、大
量
購
入
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
実
現

③
予
算
統
制
の
改
正
検
討（
予
算
の
効
率
的
・
効
果
的
な
統
制
）

　
・
現
場
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
管
理
可
能
経
費
を
特

定
し
て
、当
該
費
目
に
係
る
各
部
署
単
位
の
予
算
統

制
制
度
を
創
設

　
・
財
務
部
は
、当
該
費
目
の
年
度
予
算
を
策
定
し
、期
初

に
各
部
署
あ
て
予
算
額
を
示
達

　
・
各
部
署
は
、予
算
枠
内
で
の
経
費
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

　
・
財
務
部
は
、予
算
額
超
過
の
有
無
を
厳
正
に
チ
ェ
ッ
ク

④
所
有
土
地
に
関
す
る
全
学
的
な
見
地
か
ら
の
検
討

　
・
２
０
１
８
年
問
題
の
到
来
に
備
え
、今
の
時
期
か
ら 

所
有
土
地（
特
に
更
地
）を
洗
い
直
し
、物
件
ご
と
に

　

 

a 

大
学
施
設
と
し
て
、将
来
利
用（
＝
保
有
）

　

  

b 

売
却
し
て
現
金
化
し
、借
入
金
返
済
等
を
検
討（
＝
売
却
）

　

 

c 

有
効
活
用
策（
収
入
を
生
む
土
地
と
す
る
）の
実
施

（
＝
保
有
の
う
え
有
効
活
用
）

　

 

な
ど
の
用
途
の「
色
分
け
」を
行
い
、そ
の「
色
分
け
」に

応
じ
て
所
要
の
打
ち
手
を
講
ず
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
・
や
ま
な
み
荘
の
位
置
付
け
を
再
検
討
す
る
。

⑤
右
記
①
〜
④
を
検
討
す
る
受
け
皿
部
署
の
新
設

　
・
右
記
①
〜
④
の
施
策
立
案
・
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、全
学

横
断
的
な
見
地
か
ら
施
策
内
容
を
検
討
し
、「
執
行
部
門

と
教
学
部
門
間
」お
よ
び「
各
所
管
部
署
間
」の
総
合
調

整
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、財
務
部
や
企
画
部

等
を
統
合
し
た「
受
け
皿
組
織
」﹇「
総
合
企
画
部
」（
仮
称
）

な
ど
﹈を
新
設
し
、そ
の
任
に
あ
た
ら
せ
、執
行
部
の「
事

務
局
」と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

⑦
志
願
者
・
父
兄
へ
の
訴
求
力
ア
ッ
プ

　
・
若
葉
高
校
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
：
和
式
便
所
か
ら
洋
式

便
所
へ
の
移
行

　
・
志
願
者
・
父
兄
へ
の
動
画
に
よ
る
情
報
発
信

⑧
リ
ス
ク
管
理
、風
評
リ
ス
ク
回
避

　
・
直
営
学
生
寮（
自
修
寮
・
開
成
寮
な
ど
）の
耐
震
対
応
の
実
施

　
・
福
岡
大
学
病
院
や
筑
紫
病
院
に
係
る
医
療
デ
ー
タ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
、災
対
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ

び
福
岡
大
学
病
院
本
館
の
耐
震
対
応
の
検
討

　
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
部
署（
法
務
リ
ス
ク
の
所

管
と
訴
訟
案
件
の
管
理
）の
設
置
と
職
場
研
修

⑨
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上

　
・
常
勤
監
事
の
設
置

3【
助
言
・
提
言
】

⑴
２
０
１
８
年
問
題

・
全
国
ベ
ー
ス
の
１８
歳
人
口
は
、２
０
１
８
年
か
ら
減
少
基

調
に
転
じ
、そ
の
後
、２
０
２
１
年
か
ら
は
減
少
の
ペ
ー
ス

を
早
め
て
い
く
見
込
み
で
あ
る
。

※
１８
歳
人
口

■
２
０
０
９
年 

１
２
１
万
人　

２
０
２
０
年 

１
１
７
万

人（
１１
年
間
で
△
４
万
人
）

■
２
０
２
１
年 

１
１
４
万
人　

２
０
３
１
年 

９９
万
人（
１０

年
間
で
△
１５
万
人
）

⑵
基
本
的
な
考
え
方

①
本
学
は
、西
日
本
最
大
級
の
総
合
大
学
で
あ
り
、現
状
、志
願

者
に
対
す
る
強
い
訴
求
力
を
備
え
て
い
る
が
、右
記
の
と
お

り
大
学
の
経
営
環
境
を
激
変
さ
せ
る
２
０
１
８
年
問
題
が

目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

②
現
時
点
で
、２
０
１
８
年
問
題
が
本
学
に
与
え
る
直
接
的
な

収
益
イ
ン
パ
ク
ト
を
計
数
と
し
て
算
出
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、構
造
的・長
期
的
か
つ
不
可
避
な
減
収
要
因
が
確
実
に
発

生
す
る
と
の
覚
悟
を
固
め
、対
応
策
を
整
斉
と
検
討
・
実
施

す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

③
特
に
、１【
定
量
面
】で
述
べ
た
よ
う
に
、本
学
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
創
出
力
が
低
下
基
調
に
あ
る
状
況
下
に

あ
っ
て
は
、２
０
１
８
年
問
題
へ
の
具
体
的
な
取
組
み

開
始
は
喫
緊
の
課
題
と
云
え
る
。

④
こ
の
２
０
１
８
年
問
題
が
も
た
ら
す
損
益
面
で
の
重
要
な

現
象
は
、「
長
期
的
な
収
入
減
少
ト
レ
ン
ド
」で
あ
る
。高
校
生

や
そ
の
父
兄
、高
等
学
校
に
対
す
る
志
願
者
増
加
の
た
め
の

営
業
活
動
に
最
大
限
注
力
す
る
と
し
て
も
、こ
の
大
き
な「
収

入
減
少
ト
レ
ン
ド
」を
将
来
に
わ
た
っ
て
カ
バ
ー
し
続
け
、学

生
生
徒
等
納
付
金
収
入
を
維
持
ま
た
は
増
加
さ
せ
て
い
く

の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。

⑤
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
対
応
策
と
し
て
は
、収
入
の
多
角
化
等

に
よ
る
増
収
、個
別
部
門
の
損
益
の
改
善
お
よ
び
経
費
削
減

な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
が
、こ
こ
で
は
、経
費
削

減
に
絞
っ
て
監
事
と
し
て
の
所
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

⑥
右
記
⑤
の
経
費
削
減
に
関
し
て
は
、基
本
的
に
は
、

a 『
研
究・教
育
の
規
模
縮
小
』お
よ
び『
質
低
下
』を
回
避
し
つ
つ
、

b 

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、

c 

組
織
全
体
と
し
て
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、

d 

こ
れ
を
確
実
に
実
施
し
た
う
え
で
、

e 

効
果
を
定
期
的
に
測
定
し
、仕
組
み
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
い
く　

と
い
う
考
え
方
に
立
つ
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。２
０
１

８
年
問
題
と
い
う「
構
造
的
・長
期
的
な
現
象
」に
は
、「
組
織

全
体
的・長
期
的
な
対
応
を
組
織
に
根
付
か
せ
て
、組
織
と
し

て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て
い
く
」と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
臨
む
こ

と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

⑦
右
記
⑥
の
基
本
的
な
考
え
方
を
前
提
と
す
る
と
、「
本
学
の

規
模
の
効
果（
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
）を
活
か
し
た
全
学
と
し

て
の
経
費
削
減
策
」を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、収
入
の
多
角
化

に
よ
る
増
収
お
よ
び
個
別
部
門
の
損
益
の
改
善
と
比
較
し
て
、

a 

効
果
の
早
期
享
受

b 

ス
ム
ー
ズ
な
実
施（
副
作
用
が
少
な
い
）

c 

学
内
の
一
体
感
の
醸
成

等
の
面
か
ら
、「
戦
略
」と
し
て
最
も
現
実
的
で
あ
る
。

⑧
こ
れ
は
、「
全
学
に
わ
た
る
仕
組
み
」と
し
て
の
経
費
削
減
策

　

を
立
案・実
施
し
て
、「
広
く
、薄
く
、仕
組
み
と
し
て
」経
費
削

2【
定
性
面
】

①「
実
力
ベ
ー
ス
」の「
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
」は
、

21
億
円
か
ら
8
億
円
へ
と
前
年
比
13
億
円
減
少
。

②「
本
源
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
創
出
力
」は
、84
億
円

か
ら
72
億
円
へ
と
前
年
比
12
億
円
減
少
。

③
減
価
償
却
は
、63
億
円
か
ら
64
億
円
と
前
年
比
1
億
円

増
加
。足
元
の
設
備
投
資
の
動
向
か
ら
、減
価
償
却
額

の
今
後
の
推
移
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
Ｉ
Ｔ
関
連
や
体
育
館
な
ど
多
額
の
施
設
・
設
備
関
係
支
出

が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、補
助
金
の
減
額
や
入
学
定
員
超

過
率
の
厳
格
化
に
伴
う
学
納
金
の
減
額
な
ど
の
長
期
的
収

入
減
少
傾
向
と
な
る
た
め
、よ
り
一
層
の
経
営
効
率
化
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

1【
定
量
面
】キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
創
出
力

　

学
校
法
人
福
岡
大
学
の
平
成
27
年
度
決
算

は
、５
月
26
日
開
催
の
理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
先
立
ち
、平
成
28

年
3
月
16
日
、24
日
、4
月
12
日
、13
日
お
よ
び

19
日
の
計
5
日
、加
え
て
平
成
28
年
5
月
9
日

か
ら
13
日
ま
で
の
5
日
間
、学
校
法
人
福
岡
大
学

監
事
に
よ
る
監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、学
校
法
人
福
岡
大
学
の
業
務
に
関

す
る
決
定
お
よ
び
執
行
に
つ
い
て
、不
正
の
行
為

ま
た
は
法
令
も
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反
す
る

重
大
な
事
実
の
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、学
校
法
人
会
計
の
資
金
収
支
計
算
書
、

事
業
活
動
収
支
計
算
書
、貸
借
対
照
表
お
よ
び

そ
の
附
属
明
細
表
な
ら
び
に
収
益
事
業
会
計
の

合
併
損
益
計
算
書
お
よ
び
合
併
貸
借
対
照
表

は
、平
成
28
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
会

計
年
度
の
収
支
状
況
お
よ
び
同
日
現
在
の
財
政

状
態
を
正
し
く
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。な
お
、学
校
法
人
会
計
基
準
の一
部
を
改
正

す
る
省
令
が
平
成
25
年
4
月
に
公
布
さ
れ
、平
成

27
年
度
か
ら
作
成
さ
れ
る
計
算
書
類
に
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

18
歳
人
口
の
減
少
、大
学
数
の
増
大
、入
学
定

員
超
過
率
の
厳
格
化
な
ど
、今
後
の
日
本
に
お
け

る
大
学
経
営
を
め
ぐ
る
環
境
は
よ
り
厳
し
さ
を

増
し
て
い
き
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、ど
ん
な
に

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
よ
う
と
も
、在
学
生
や
ご

父
母
、卒
業
生
や
地
域
社
会
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
の
期
待
に
真
摯
に
応
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
本
学
は
、大
学
運

営
の
基
礎
と
な
る
財
政
の
安
定
強
化
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。教
育・研
究・医
療
の一層
の

充
実
に
向
け
て
、限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
選
択
と

集
中
に
よ
り
有
効
に
投
じ
、sustainable

（
持
続
可
能
）な
大
学
づ
く
り
を
推
進
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

関
係
者
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学校法人福岡大学監事からの報告および要望

「教育・研究・医療の一層の充実に向けて、限られた経営資源を選択と集中により有効に投じ、
sustainable（持続可能）な大学づくりを推進する」

　学校法人福岡大学の一年が数字で如実に表現された決算。それは、今後の課題でありビジョンへの道標でもあります。
中川副学長から、平成27年度の監査報告について説明してもらいました。

特殊要因 Ｄ

合   計 ＋12

①固定資産除却損
△2
②有価証券売却差額
（償還益）＋14

△18

①固定資産除却損
△16
②有価証券処分差額
（償還損）△2

＋9

①固定資産除却損
△1
②有価証券売却差額
（償還益）＋10

＊1 「実力ベース」の「基本金組入前当年度収支差額」
＊2 「本源的なキャッシュフロー創出力」

事業活動
収入計 Ａ
事業活動
支出計 Ｂ
基本金組入前
当年度収支
差額 Ｃ＝Ａ-Ｂ

758

738

726

722

742

712

＋16

△10

27年度

＋16

＋26

前年比25年度 26年度 前年比

（単位：億円）

4 30 ＋26 20 △10

　

減
を
し
て
い
く
も
の
。

⑨
本
学
は
、西
日
本
最
大
級
の
総
合
大
学
で
あ
る
た
め
、経
費

削
減
の「
の
り
し
ろ
」は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。つ
ま
り
、

「
広
く
、薄
く
」だ
が
、結
果
と
し
て
の
削
減
額
そ
の
も
の
は

大
き
い
と
期
待
さ
れ
る
。

財政担当副学長
中川 誠士

学校法人福岡大学常務理事

（２）事業活動収支計算書
①企業会計の「損益計算書」に似た性格を持つ計算
書であり、採算の取れた経営を行っているか、経営
上赤字になっていないかを見る計算書です。
②企業会計の「損益計算書」では計上対象とならない
資本的支出が基本金組入額として計上されています。

● 学校法人は営利の追求を目的とする一般企業とは異なり、教育研究活動を目的とする公共性の高い法人です。

（１）資金収支計算書
①収入支出ごとに一覧表示になっており、予算管理に適した計算書です。
②家庭でいえば家計簿のように現金預金の出入りを集計した計算書です。
③資金収支計算書を基に作成する「活動区分資金収支計算書」は、企
業会計の「キャッシュフロー計算書」に似た性格を持ち、活動区分ごとの
資金の流れを明らかにする計算書です。

（３）貸借対照表
①年度末における資産・負債・純資産を表します。
②財政状態の健全性、必要資産の保有状況、今まで
の学校法人の活動を行ってきた積み重ねの結果を
表します。

学校法人会計の豆知識

22 21 8 △13特殊要因を除いた基本金組入前
当年度収支差額 Ｅ＝Ｃ-Ｄ＊1

特殊要因を除いた償却前利益
Ｇ＝Ｅ＋Ｆ＊２

減価償却費 Ｆ

27年度 前年比25年度 26年度

68 63 64 ＋1

90 84 72 △12

［予　　　　　備　　　　　費］

［予　　  備  　　費］



平成27年度に取得した主な施設・設備

　活動区分資金収支計算書は、学校法人会計基準の改正により、平成27年度決算より作
成が義務付けられた計算書です。
　平成27年度決算では、№16教育活動資金収支差額は57億3,554万円の収入超過、№
29施設整備等活動資金収支差額は75億4,149万円の支出超過になり、合計は18億594
万円の支出超過になりました。また、№50その他の活動資金収支差額は13億7,881万円
の収入超過となり、平成27年度の支払資金の減少額は4億2,713万円になりました。

活動区分資金収支計算書について

※本学公式ウェブサイトの情報公表・財務状況（http://www.fukuoka-u.ac.jp/disclosure/finance/）では、詳細な決算情報を公開していますのでご覧ください。

〈施設関係〉（土地・建物・構築物・建設仮勘定）
体育館施設（仮称）新築工事
ラグビー場西側グラウンド整備工事　
8号館耐震改修工事
やまなみ荘改修工事

1
2
3

11号館耐震改修工事
有朋会館各階トイレ改修工事
医学部エネルギーセンター冷却塔他改修工事
大濠高等学校野球場防球ネット増設工事

〈設備関係〉（機械器具）
第Ⅳ期統合医療情報システム関連機器
ＦＵＴＵＲＥ5関連機器
手術支援ロボットda vinci Xiサージカルシステム
ＢＤ ＦＡＣＳ Aria Fusion セルソーター5レーザー14カラータイプ

・平成27年度から学校法人会計基準が改正されています。
①資金収支計算書では勘定科目等の見直しが行われました。また、近年の施設設備の高度化・財務活動の多様化
に対応した活動区分資金収支計算書の作成が義務付けられました。この計算書は、資金収支を「教育活動」・「施
設整備等活動」・「その他の活動」に区分し、活動区分ごとの資金の流れを明らかにする計算書です。
②消費収支計算書は名称が事業活動収支計算書となり、内容が大幅に変更されています。消費収支計算書では、
収入・支出とも総額で把握していましたが、近年の臨時的・事業外の収支の増加を踏まえ、区分経理を導入し収支
を経常的なものと臨時的なものに、さらに経常的な収支を教育活動と教育活動外に分けて把握することができる
ようになりました。また、近年の私学を取り巻く経営環境の変化に対応するため、毎期の収支バランスを見るのに適
した基本金組入前の収支差額も表示されるようになりました。
③貸借対照表では、固定資産の中科目として新たに「特定資産」が設けられ、さらに従来の「基本金の部」と「消費収支
差額の部」を合わせて「純資産の部」とし、保有する資産の調達源泉（他人資本・自己資本）を明確にしています。

〈学校法人会計基準改正の概要〉

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

■ 貸借対照表 ■ 平成27年度活動区分資金収支計算書（決算規模2,363億円） （単位：千円） （単位：千円）

211,534,570
123,741,158
20,265,316
67,732,948
4,504,397
13,937,780
207,347

16,137,865
14,184
9,770

931,551
83,688,899
14,276,403
2,353,879
5,220,000
61,838,617
4,104,513
136,291
829,693
19,942

2,939,933
71,633
50,940
56,081

24,766,986
15,137,118
8,675,456
151,563
6,957
36,275
610,703
148,914

236,301,556

210,713,960
123,836,999
20,263,515
70,254,508
4,583,319
12,491,325
215,242

15,964,026
14,834

0
50,230

82,391,183
15,317,363
2,353,879
5,109,000
59,610,941
4,485,778
139,585
817,935
20,568

3,385,155
71,281
50,979
275

24,091,357
15,564,251
7,799,172
147,075
6,286
2,782

532,859
38,932

234,805,317

820,610
95,841
1,801

2,521,560
78,922

1,446,455
7,895

173,839
650
9,770

881,321
1,297,716
1,040,960

0
111,000
2,227,676
381,265
3,294
11,758
626

445,222
352
39

55,806
675,629
427,133
876,284
4,488
671

33,493
77,844
109,982
1,496,239

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
土 地
建 物
構 築 物
教育研究用機器備品
管 理 用 機 器 備 品
図 書
車 両
土 地 購 入 前 渡 金
建 設 仮 勘 定
特 定 資 産
第２号基本金引当特定資産
第３号基本金引当特定資産
第４号基本金引当特定資産
その他の特定資産
その他の固定資産
電 話 加 入 権 等
収 益 事 業 元 入 金
貸 付 金
貸 与 奨 学 金
預 託 金
差 入 保 証 金
長 期 前 払 金
流 動 資 産
現 金 預 金
未 収 入 金
材 料
貯 蔵 品
立 替 金
短 期 前 払 金
仮 払 金
資 産 の 部 合 計

△

　△
　△

△

　△

　

△
　
　

　△
△
　
△
△

△

△

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減
214,381,396
192,531,114
14,276,403
2,353,879
5,220,000

209,408,017
186,627,775
15,317,363
2,353,879
5,109,000

4,973,379
5,903,339
1,040,960

0
111,000

第1号（施設・設備取得）  自己資金で購入した施設設備費の累計額。
第2号（計画組入）　　　将来の施設設備取得のための積立金。
第3号（各種基金）　　　奨学基金等として保持している金額。
第4号（運転資金）　　　恒常的に保持すべき資金の額（1カ月分の運転資金）。

△

基 　 本 　 金
第 １ 号 基 本 金
第 ２ 号 基 本 金
第 ３ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金

16,819,066
197,562,330
236,301,556

13,899,918
195,508,099
234,805,317

2,919,148
2,054,231
1,496,239

△△△
繰　越　収　支　差　額
翌年度繰越収支差額
純 資 産 の 部 合 計
負債及び純資産の部合計

（単位：千円）

科　　目 本年度末 前年度末
負債の部

増　　減
26,390,614
7,690,550
362,164

18,337,900
12,348,612
568,150
5,137,834
5,396,115
1,245,633

880
38,739,226

27,269,360
8,258,700
579,689

18,430,971
12,027,858
568,230
4,795,374
5,451,632
1,212,342

280
39,297,218

878,746
568,150
217,525
93,071
320,754

80
342,460
55,517
33,291
600

557,992

　△
△
　△
△

　△

△
　

　△

固 定 負 債
長 期 借 入 金
長 期 未 払 金
退 職 給 与 引 当 金
流 動 負 債
短 期 借 入 金
短 期 未 払 金
前 受 金
預 り 金
仮 受 金
負 債 の 部 合 計

学生生徒等に貸与し
ている奨学金の額の
ことです。

将来の特定の目的の
ために使用する資産
のことです。

校舎、寮、体育館等の
建物および建物附属
設備（空調等）の額の
ことです。

教育研究のために使
用される機械設備等
の額のことです。

決算日（3月31日）に
おける補助金等の未
収額のことです。

現金およびすぐに引き
出すことのできる預貯
金のことです。

返済期限が１年を超え
て到来する借入金の
ことです。

27年度末に教職員全
員が退職した場合に
支払われる退職金の
見積額のことです。

翌年度に入学する学
生生徒等から受け入
れた授業料や入学金
等のことです。

返済期限が１年以内
に到来する借入金の
ことです。

事業活動収支計算
書の当年度収支差
額の累計額を表しま
す。長期的な収支の
均衡を判断する指標
となります。

貸借対照表の概要 注：↑･･･増加を示す ↓･･･減少を示す（前年度末との比較）

●固定資産の中科目に新たに特定資産836億8,889万円を設定した。
資産総額は14億9,623万円の増加。資産の部

●長期借入金↓
　借入金の返済のため。

負債総額は5億5,799万円の減少。負債の部

●第1号基本金↑
　体育館施設（仮称）新築工事、ラグ
ビー場西側グラウンド整備工事、第
Ⅳ期統合医療情報システム関連
機器の購入等に係る組入れによる。
●第２号基本金↓
　第１号基本金への振替による。
●繰越収支差額
　翌年度繰越収支差額をマイナス
168億1,906万円計上。

純資産の部 純資産総額は20億5,423万円の増加。資産
総額に占める純資産（自己資金）の割合は
83.6％で0.3ポイント増加。

　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53

金　額
26,538,266
1,417,363
866,661
4,952,954
1,151,435
36,284,480
1,729,869
72,941,028
39,015,065
10,880,749
14,336,030
2,640,622
66,872,466
6,068,562
333,017
5,735,545
金　額
61,112

 332,075
 4,681

1,040,960
2,163,648
3,602,476
1,744,464
4,663,167
4,121,821
10,529,452
6,926,976
614,517
7,541,493
1,805,948 
金　額
18,573,406
2,434,936
14,283,514
35,291,856
787,739
35,000
11,752

36,126,347
568,230

17,173,019
111,000
2,704,860
13,948,428
34,505,537
174,801
67,379

34,747,717
1,378,630

184
1,378,814
427,134

15,564,252
15,137,118

　　　　　科　目　　　　　
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入
手 数 料 収 入
特 別 寄 付 金 収 入
経 常 費 等 補 助 金 収 入
付 随 事 業 収 入
医 療 収 入
雑 収 入
教 育 活 動 資 金 収 入 計
人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
医 療 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
教 育 活 動 資 金 支 出 計

　　　　　科　目　　　　　
施 設 設 備 寄 付 金 収 入
施 設 設 備 補 助 金 収 入
施 設 設 備 売 却 収 入
第2号基本金引当特定資産取崩収入
引 当 特 定 資 産 取 崩 収 入
施設整備等活動資金収入計
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
引 当 特 定 資 産 繰 入 支 出
施設整備等活動資金支出計

　　　　　科　目　　　　　
有 価 証 券 売 却 収 入
引 当 特 定 資 産 取 崩 収 入
そ の 他 の 収 入
小 計
受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入
収 益 事 業 収 入
過 年 度 修 正 収 入
そ の 他 の 活 動 資 金 収 入 計
借 入 金 等 返 済 支 出
有 価 証 券 購 入 支 出
第4号基本金引当特定資産繰入支出
引 当 特 定 資 産 繰 入 支 出
そ の 他 の 支 出
小 計
借 入 金 等 利 息 支 出
過 年 度 修 正 支 出
そ の 他 の 活 動 資 金 支 出 計

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収 

入

支 

出

支 

出

収 
入

支 

出

収 

入

　　　　　差引　（8-13）　　　　　
　 調 整 勘 定 等 　
教育活動資金収支差額（14 +15）

　　　　差引　（22 - 2 6）　　　　
　 調 整 勘 定 等 　
施設整備等活動資金収支差額（27+28）

　　　　差引　（38 - 47）　　　　
　 調 整 勘 定 等 　
その他の活動資金収支差額（48+49）

支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額）（30+50）
前 年 度 繰 越 支 払 資 金
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金

小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）（16+29）

△

△
△
△
△

△

キャッシュベースでの
本業である教育活動
の収支状況をみるも
のです。

借入金の収支、資金
運用の状況等、主に
財務活動をみるもの
です。

当該年度に施設設
備の購入がどれだけ
あり、財源がどうであっ
たかをみるものです。

純資産の部

第2号 6.0

第１号
81.5

退職給与引当金7.7
借入金等 6.4

貸借対照表の構造

有形
固定資産

特定資産

資産の部

その他の
固定資産

固定負債

流動負債

基本金

繰越収支差額流動資産

資産の部 負債の部

負債の部

負債16.4

基本金
90.7

第3号 1.0

第4号 2.2

有形固定
資産
52.4

その他の固定資産 1.7

特定資産
35.4

流動資産
10.5

前受金 2.3

繰越収支差額
△7.1

固
定
資
産

学校法人福岡大学
が存続していくため
に必要な額です。

【福岡大学の財政状態】 貸借対照表

※資産＝負債＋純資産

純資産の部

福岡大学の財政状態を分か
りやすく見るために、それぞれ
を構成比で表しました。

5
6

4

1
2
3
4

8
7

財産的な基盤となる
額のことです。福岡大
学が安定的かつ永続
的に存続していくため
に必要な額です。

純資産の部
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　6月5日（日）の大阪会場を皮切りに、長崎・鹿児島・山口・福岡
（本学）・那覇・大分の各会場で平成28年度父母懇談会を開催し
ました。この父母懇談会は、教育・研究・医療や社会貢献など本学
の現状をご父母の皆さまにご報告し理解を深めていただくととも
に、ご子女の学修、生活、就職・進路等についてのご相談やご質問に
お答えすることを主な目的としています。
　6月25日（土）と26日（日）の2日間にわたって開催された福岡
会場には、延べ2,673人のご父母等が出席されました。会場では、
学部別に学部長や教育職員による説明および個別相談を実施。
また、学内施設を見学していただきました。今年は「保護者のための
就活セミナー」が両日開催され、多くのご父母で会場が満席となる
ほど盛況でした。
　地方会場には、延べ523人のご父母等が出席され、学長挨拶をは
じめ、本学役職員による学修、学生生活全般、就職・進路支援状況等
についての説明を行いました。さらに、本学の同窓会組織「有信会」
の地域支部の代表から、卒業生の活躍や地元の就職状況などの
説明もありました。教職員による個別相談では、どのブースでも熱心
に相談や質問をされるご父母等の姿が見られました。

▶  平成28年度の父母懇談会を
　 本学と全国6会場で開催

大分会場では、山口学長もご父
母からの相談に対応

■個別相談では、出席、成績状況等大
学生活の様子がよく分かり、子ども
への対応の仕方や子どもと向き合
うきっかけができました。

■年1度とはいえ学内の様子を実感と
して確認する事ができ、とても内容
の濃い懇談会でありがたく思います。

ご父母の皆さまのご意見

▶ リオ五輪で大活躍の桑水流選手が母校を訪問
　日本代表公式ブレザ―を寄贈

母校を訪れ山口学長にリオ五輪日本代表公式ブレザーを手渡す桑水流選手

　リオ五輪で、本学卒業生の桑水流 
裕策選手（スポーツ科学部2008年
卒）がキャプテンを務めた7人制ラグ
ビー日本代表チームは、フランスや
ニュージーランドなどの強豪を破り
ベスト4という歴史的快挙を成し遂
げました。ブラジルから帰国後の9月
7日（水）には、桑水流選手が山口学
長らに五輪の報告のため来学。「大
舞台でプレッシャーに負けずに精一
杯プレーできたのは皆さんの応援が
あったから」と謝辞があり、「後輩の
励みになれば」とリオ五輪で実際に
着用した日本代表公式ブレザーを本
学に寄贈していただきました。

資産の部

▶ 第3回オーサービジットに直木賞作家・東山彰良氏が登壇
　福大生ステップアッププログラム（FSP）の一環である「オーサービジット」。作家が福岡大学
を訪問し、講演や意見交換会を行うもので、作家の生の声を聞ける貴重な機会として親しまれ
ています。
　今回のゲストは、長編小説『流』で第153回直木賞を受賞した東山彰良氏で、演題は「作家に
なるまで」。東山氏は、作品が受賞に至るまでの過程や人との縁、かつて本を読む方でなかった
自分が必然的に“書くこと”になったきっかけなどについてユーモラスに語り、会場を沸かせま
した。また、決して平坦と言えぬ今日までの道のりを顧みて、「自分の中にほとばしる物語をつか
まえて文字に置き換えていく過程に癒やされた」と“小説”という長い文章を書くことができる
理由を語りました。
　講演後の意見交換では、東山氏が本学で中国語講師を務めていることもあり、福大生への
メッセージを求められ「大学4年間というモラトリアムの中には人生を決定づける体験がある
はず。私の経験で言えば、旅も一つの選択肢と思います」と、自身の海外渡航体験を交えて学生
たちにアドバイスがありました。

　1968年台湾生まれ。西南学院大学
大学院経済学研究科経済学専攻修了後、
2002年に『逃亡作法─TURD ON THE 
RUN』で第1回「このミステリーがすごい！」
（宝島社主催）大賞銀賞・読者賞を受賞、
翌年作家デビュー。2009年に『路傍』で
第11回大藪春彦賞を受賞。2015年に『流』
で第153回直木賞を受賞。
　現在、本学で中国語の授業も受け持つ。

プロフィル

参加者の中には熱烈な東山作品のファンの姿も

講演のお礼に人文学部の学生が代表し花束を贈呈「多くの映画作品を観てきたこと」「アメリカの犯罪小説家の作品と出合ったこと」「何度も書き直した博士論文で長文執筆に
抵抗がなくなったこと」。この3つが小説家としての自分の源流と話す東山氏

資産の部
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イベントスケジュール
※学部や学年などによって異なる場合があります。
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　本誌『福岡大学学園通信』に関するご感想をお寄せください。より
良い広報誌づくりのために、ご意見・ご感想などをお待ちしています。
　また、情報提供などありましたらお知らせください。

オンライン版は 福岡大学学園通信  検索

商学部第二部秋季球技大会（9日）

留学生研修旅行（15日）

アジア圏協定校との学生交流セミナー（研修生受け入れ）
（25日～11月4日）

交換留学生募集［イギリス・フランス・ベルギー・ブラジル］
（26日～11月7日）

一般入試［系統別日程］（本学・地方2日）

一般入試［前期日程］（本学・地方3日～7日、11日・12日）

医師国家試験（11日～13日）

成績発表［4年次生以上 ほか］（15日～）

保健師国家試験（17日）

海外研修生派遣〔アメリカ・オーストラリア〕（18日～3月18日）

看護師国家試験（19日）

大学院春季入試（19日～22日）

交換留学生派遣（中国・韓国・台湾）

追・再試験（24日～3月1日）

冬季休業終了（4日）

後期授業再開（5日）

後期授業終了（18日）

後期定期試験（19日～28日）

学部留学生入試（30日）

商学部第二部冬季球技大会（4日）

商学部第二部クリスマスパーティー（18日）

冬季休業開始（27日）

事務休業（28日～1月4日）

入学前予約型給付奨学金「七隈の杜」募集
（1日～12月12日）

学園祭に伴う休講（4日・5日）

A方式推薦入試
［スポーツ科学部］（24日・25日）
［その他の学部］（27日）

B方式推薦入試（26日）

九州地区大学体育大会冬季大会（鹿児島県）（27日）

地域枠推薦入試（27日）

●学園祭スケジュール

・地域パレード（10月30日）

※前夜祭〔雅祭〕（10月30日）

・前夜祭ライブ（11月2日）

・七隈祭／医学祭〔医学部医学科〕（11月3日～5日）
 〔ステージ企画・展示・模擬店〕

・雅祭〔商学部第二部〕（11月4日・5日）

▶ 平成28年度「花嶋環境基金」の
　奨学金を5人に交付
　6月28日（火）、工学部長室で「花嶋環境基金」の奨学金

交付式が行われ、荒牧重登工学部長から、前村圭彦さん（工学

部 社会デザイン工学科3年次生）、中島響平さん、中島健一

さん（いずれも工学部 社会デザイン工学科4年次生）、佐々木

魁斗さん、三浦明さん（いずれも工学研究科 資源循環・環境工学

専攻修士課程2年次生）の5人に対し、奨学金が交付されました。

　本奨学金は、花嶋正孝名誉教授（工学部土木工学科、現 社会

デザイン工学科）の在職中の研究資金などを基に設立され

た「花嶋環境基金」から、環境保全技術の向上および発展に

寄与する優秀な人材を育成する

ために交付されるものです。

　奨学生の皆さんのさらなる勉

励に期待します。

（写真左上から）前村圭彦さん、中島健
一さん、佐々木魁斗さん、中島響平さん
（三浦明さんは当日欠席）

▶ 環境教育啓発キャラバンカー 福岡大学「あまみずタメルンジャー号」始動
　6月30日（木）、本学地域交流サロンで、環境教育啓発キャラバン
カーの運用開始に伴う記者会見があり、屋外で出発式が行われました。
本学工学部は、国立研究開発法人科学技術振興機構社会技術研究開発
センター（JST-RISTEX）から受託研究を受け、水環境に着目した環境
教育を実施。キャラバンカーはその啓発を目的とし、雨水の活用技術や
立体模型を紹介するとともに、子ども向けに「あまみずタメルンジャー
Z」の寸劇などを行います。
　今後、このキャラバンカーの利用を通して、まちづくりという観点か
ら“環境の大切さ”や“自然・生態系の尊さ”などを分かりやすく伝えて
いく予定です。
　記者会見終了後に、地域の信明保育園にて園児を対象に環境学習会
を開催。「あまみずタメルンジャーZ」に扮した本学学生たちが、園児の
前で雨水の大切さを伝えました。園児たちは、あまみずレインジャーたち
の活躍を、興味津々に見入り「雨水を大事にする」ことを学んだようでした。

「あまみずタメルンジャーZ」から雨水の大切さを学ぶ園児たちあまみずタメルンジャー号 ヘリオス前で、キャラバンカー「あまみず
タメルンジャー号」テープカット式を実施

※お電話は平日の16：30までにお願いします。●ウェブサイトもご覧ください。 http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu816/home1/hd1.htm
TEL：092-871-6631（代）（内線2630）ヒューマンディベロップメントセンター（HDセンター：学生相談室）

月・水・木・金／9：30～16：00　火／9：30～18：40相談時間

学生部事務室棟3階（1階に学生課のある建物）場　所

費　用 無料（相談、セミナー、交流会）完全予約制

○本学学生のことであれば、ご家族・教職員の皆さまからのご相談もお受けしています。

　専門のカウンセラーが学生の皆さんからの相談を受け付けています。どんな
相談でも結構です。一人で悩まずに、HDセンターに来てみませんか?相談内容
の秘密は守りますので、安心して相談してください。
　また、HDセンターでは、学生同士で日常生活上のさまざまな悩みや問題を
一緒に考え、支え合うことを目的とした交流会や社会的場面で役立つスキルを学ぶ
セミナーも行っています。詳細はHDセンターのウェブサイトで確認してください。● 人間関係がうまくいかない

● 単位のことが心配

例えば…

etc.

● 朝起きられない
● よく眠れない
● 授業に行くのがおっくう

福岡リーガルクリニック法律事務所 弁護士法人福岡リーガルクリニックセンター（福岡県弁護士会所属）

福岡大学60周年記念館（ヘリオスプラザ）5階　●休業日：原則として土・日・祝日 ※事前の予約であれば、土、日や時間外も柔軟に対応します。

 TEL：092-874-9292（受付時間：平日9～18時） FAX：092-863-9555 http://www.fukuoka-legal.jp/

例えば、こんなお悩みは
ありませんか？

● 敷金の返還がない...
● アルバイト先で不当解雇された...
● 交通事故に遭ってしまった... etc.

福大生の法律に関するさまざまな
トラブルに無料で相談に応じます。 投資話を持ち掛けられたことはありませんか？

それは詐欺かもしれません！
　福岡で、大学生を狙った詐欺が急増しています。多くは、「投資」や「金を貸して」と持ち掛けて、
消費者金融などからお金を借りさせ、最終的にそのお金を持ち逃げする手口です。友人の
紹介や、SNSを使って勧誘し、「割のいいアルバイト」「利益が出る」と誘い出します。職業欄
に、学生ではなく会社員と書いて借金を申し込むように指示されることもあります。言
いなりになると、借金を背負う羽目になるだけでなく、あなたも詐欺罪に問われかねま
せん。断る勇気を持ってください。おかしいと感じたら、専門家に相談してください。

▶ タテ1.8ｍ、ヨコ10ｍの巨大な
　大学名ロゴ電照看板がお目見え
　ロゴが設置された場所は、文系センター棟屋上、地上60.7

ｍの場所。夜はLED照明により煌々と光り輝く「福岡大学」の

文字が、都市高速道路等の遠くからでも見ることができます。

学生や教職員の帰属意識の高まりはもちろん、県外からの来

学者にも一目で分かる新しいシンボルです。

▶ 本学オリジナルのミネラルウォーター
　「FU Power Water」発売
　7月から福岡大学のオリジナルミネラルウォーター、「FU 

Power Water」（500mlペットボトル1本110円）が発売になりま

した。パッケージには本学の学風をイメージした「Active福岡大

学」のロゴマークをデザイン。本学の活力や魅力、勢いを表現し

ています。販売はキャンパス内のコカ・コーラ自動販売機に加え

て、第一・第二売店でも取り

扱っています。また、ケース単

位の販売も行っています。皆

さんこの機会にぜひ、ご愛飲、

ご活用ください。

お問い合わせ先：（株）福岡大学サービス 
092-865-5522（本社）



1982

1990

1972

1986

1996

2016

2007

湧き上がる学園祭のステージに立ったのは、
その時代を彩ったミュージシャン、作家、野球選手、力士、プロレスラー、落語家、

映画監督など、実に多彩な方々。
学生ならではの感性と企画力が感動の学園祭を生む。

マキシム ザ ホルモン
10-FEET、サンボマスター
かりゆし58
マキシム ザ ホルモン
ザ・クロマニヨンズ
ORANGE RANGE、HEY-SMITH
HOME MADE 家族
10-FEET
ソナーポケット

第52回 （2007年）
第53回 （2008年）
第54回 （2009年）
第55回 （2010年）
第56回 （2011年）
第57回 （2012年）
第58回 （2013年）
第59回 （2014年）
第60回 （2015年）

あの年、あの人が、私たちの学園祭に

遠藤賢司
七福神、渚リール、妙安寺、
夢かぐら、紙ふうせん
庄野真代、藤本義一
来夢来人
町田義人
ジューシィ・フルーツ、長谷川法世
THE MODS

第16回 （1972年）
第20回 （1975年）

第22回 （1977年）
第23回 （1978年）
第24回 （1979年）
第25回 （1980年）
第26回 （1981年）

WAY、シャバナ、輪島功一
スターダストレビュー
ＳＡＬＬＹ
ザ・ストリート・スライダーズ
UP-BEAT、レッド・ウォーリアーズ、 
Be-Modern、浅井慎平
憂歌団
シーナ＆ロケッツ、水野晴郎
ECHOES

第27回 （1982年）
第28回 （1983年）
第29回 （1984年）
第30回 （1985年）
第31回 （1986年）

第32回 （1987年）
第33回 （1988年）
第34回 （1989年）

SION
下郎（泉谷しげるユニットバンド）、
千代の富士
新日本プロレス（武藤敬司、
獣神サンダー・ライガー、橋本真也）
Ｌ⇔Ｒ、栗山英樹
泉谷しげる
THE HIGH-LOWS

第35回 （1990年）
第36回 （1991年）

第37回 （1992年）

第38回 （1993年）
第39回 （1994年）
第40回 （1995年）

忌野清志郎、瀬戸朝香
フラワーカンパニーズ
ＡＲＢ
ゴスペラーズ、326（ナカムラミツル）
pre-school
ラッパ我リヤ、AGGRESSIVE DOGS
麻波25、SOURCE
PaniCrew、笑福亭鶴瓶
SNAIL RAMP
ガガガSP、電撃ネットワーク
THE BACK HORN、the pillows

第41回 （1996年）
第42回 （1997年）
第43回 （1998年）
第44回 （1999年）
第45回 （2000年）
第46回 （2001年）
第47回 （2002年）
第48回 （2003年）
第49回 （2004年）
第50回 （2005年）
第51回 （2006年）

そして今年、

“あのゲスト” が学園祭を盛り上げる！
※上記の年表は全てではなく、抜粋です。

あの日から続く道 ＜message.07＞


